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平
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0
年

（
２

０
１

8
年

）

1
1

月１
５

日

　
　

  第
3

回
定

例
会

の
主

な
内

容

○
決
算
の
状
況
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

2

○
議
案
質
疑
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

4

○
議
案
に
対
す
る
討
論
‥
‥
‥
‥

5

○
常
任
委
員
会
の
審
査
内
容
‥
‥

6

○
一
般
質
問
・
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
1
3

○
議
決
結
果
・
賛
否
の
公
表
‥
‥
2
2

○
中
学
生
だ
よ
り
‥
‥
‥
‥
‥
‥
2
4

※
広
報
紙
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

〝
四
方
木
地
区
収
穫
祭
〟
　
四
方
木
地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る「
餅
か
ご
神
輿
」
。
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
後
、皆
さ
ん
に
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。
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平成 29 年度一般会計決算

一般会計市債借入残高の推移 一般会計基金残高の推移

歳　入 歳　出

11.5％11.5％

その他その他
14.6％14.6％

投資的
経費
投資的
経費 合計

160億
6,595万
9千円

合計
160億
6,595万
9千円

合計
165億
5,403万
5千円

合計
165億
5,403万
5千円

自
主
財
源

依
存
財
源

43.9％56.1％

経
常
的
経
費
73.9％

市税
43億5,686万円

分担金及び負担金
2,235万3千円

使用料及び手数料
7億2,496万8千円

地方交付税
44億1,841万6千円

国庫支出金
17億2,497万8千円

県支出金
9億128万1千円

市債
13億5,153万3千円

人件費
34億193万1千円

扶助費
27億9,905万5千円

公債費
17億1,051万7千円物件費

21億5,111万8千円

維持補修費
1億2,646万円

補助費等
16億8,591万円

投資的経費
18億4,344万2千円

繰出金
15億7,187万4千円

投資及び出資金・貸付金
2億4,838万9千円

その他
21億4,908万6千円

譲与税・交付金
9億456万円

積立金
5億2,726万3千円

主な歳入 （　）内は対前年度比

地方交付税 市　　税 国・県支出金

市　債 分担金・負担金・使用料・手数料 譲与税・交付金

財　　源

１３億５,１５３万３千円
（△1億６,７２９万４千円）

７億４,７３２万１千円
（△８,８３１万１千円）

9億456万円
（＋５,８2３万7千円）

自治体の財政力に応じて配
分される国からの交付金

特定事業に充てられる国や
金融機関からの借入金

市民税や固定資産税等の
税金

事業に対する地元負担金や
施設使用料など

事業等に対して国や県から交
付される負担金や補助金など

地方消費税交付金など国や
県から配分される交付金など

４４億１,８４１万６千円
（△１億８,３７８万４千円）

４３億５,６８６万円
（＋１,３２６万１千円）

２６億２,６２５万９千円
（△３,０００万４千円）

平成29年度 １９０億  　５４１万１千円

平成28年度 １９４億９, ９５７万３千円

平成27年度 １９４億３, ２０８万３千円

平成29年度 ４４億　  ３３６万８千円

平成28年度 ４６億４, ５４２万９千円

平成27年度 ４９億３, ４７６万２千円
※各年度の決算資料より抜粋。
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幹線市道、貝渚大里線の貝渚橋が完成
主な歳出

５３億２,８１９万８千円
（△５,７４７万６千円）

民　生　費 総　務　費 公　債　費

土　木　費 農林水産業費 商　工　費

議　会　費 災害復旧費 労　働　費

教　育　費衛　生　費 消　防　費

使いみち （　）内は対前年度比

２８億８,３２６万４千円
（△１,２２１万２千円）

１７億１,０５４万３千円
（△２億３,８００万１千円）

高齢者福祉、障害者福祉、
児童福祉、生活保護などに
要する費用

庁舎管理、企画政策、税金、
戸籍、選挙、監査などに要す
る費用

市が借り入れた借金の返済
に要する費用

小中学校や幼稚園、社会教
育、スポーツ振興、学校給食
などに要する費用

各種健診、予防接種、ごみ、
し尿処理、環境対策などに
要する費用

安房広域（消防、救急）への
負担金、消防・防災、交通安
全などに要する費用

都市計画、道路、橋梁、公
園、河川、下水道、市営住宅
などに要する費用

農業、林業、水産業の振興
などに要する費用

商工業、観光業の振興など
に要する費用

議員報酬や調査費など議会
運営に要する費用

農林水産業施設や公共用
土木施設の災害復旧に要す
る費用

労働者の福祉向上などに要
する費用

１４億４９６万２千円
（△３,９０５万１千円）

８億6,784万7千円
（＋4,065万5千円）

１億９,６１８万８千円
（△４５０万５千円）

４,６５５万６千円
（＋１,１０７万４千円）

１３２万４千円
（＋２万５千円）

７億５,５８６万円
（＋１億６,３５１万６千円）

４億２,３０９万９千円
（＋７,２９５万５千円）

１６億９,２２３万３千円
（△５,７６３万円）

7億5,5８8万5千円
（△1億1,200万7千円）

平成29年度の会計別決算状況
会　計　別 歳入決算額 歳出決算額 差 引 額
一 般 会 計 １６５億５,４０３万５,１９１円 １６０億６,５９５万９,４９０円 ４億８,８０７万５,７０１円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ５０億５,５９２万７,３４４円 ４７億９,５５９万５,７４２円 ２億６,０３３万１,６０２円
介 護 保 険 特 別 会 計 ４３億７,９４６万３,４８９円 ４２億７,５９１万８,８７１円 １億３５４万４,６１８円
後期高齢者医療特別会計 ４億３,８５２万６,０３０円 ４億３,６３８万１,０３０円 ２１４万５,０００円

合　　計 ２６４億２,７９５万２,０５４円 ２５５億７,３８５万５,１３３円 ８億５,４０９万６,９２１円

会　計　別 歳入決算額 歳出決算額 差 引 額

水道事業会計
収 益 的 １７億８,５８１万２,６８２円 １３億７,３４１万１,５５４円 ４億１,２４０万１,１２８円
資 本 的 １億６,０３６万３,５２０円 ５億８,４０１万４,７５７円 △４億２,３６５万１,２３７円

病院事業会計
収 益 的 ７億７,３２５万８,０７７円 ８億１,９７１万９,２６７円 △４,６４６万１,９１９円
資 本 的 １,０００万円 ３,２４４万５,１８６円 △２,２４４万５,１８６円

※費目ごとの具体的な事業については、「広報かもがわ」や「市ホームページ」などもご覧ください
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平
成
30
年
第
３
回
定
例
会
は
、
８
月
31
日
か
ら
９
月
27
日
ま
で
の
28
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
14
議
案
は
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可

決
・
認
定
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情
３
件
は
、
審
査
し
た
結
果
、
不
採
択

２
件
、
★
１
趣
旨
採
択
１
件
と
な
り
ま
し
た
。

　
９
月
５
日
・
６
日
に
は
、
９
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
全
般
に
関
す
る
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

　
９
月
７
日
に
は
、
久
保
忠
一
議
員
・
杉
田
至
議
員
・
本
𠮷
正
和
議
員
が
議
案
に
対

す
る
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

9月定例会議
案
に
対
す
る
質
疑

●
議
案
第
51
号　
平
成
30
年

度
鴨
川
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
の
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て　

学
校
施
設
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤

去
工
事
費
用
に
つ
い
て
国

等
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ

る
の
か
。

　

工
事
費
が
４
０
０
万
円

以
上
の
事
業
を
対
象
と
し
て

国
か
ら
３
分
の
１
が
交
付
さ

れ
る
。

　
　

民
地
と
の
境
界
に

あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
連
接

す
る
老
朽
化
し
た
ネ
ッ
ト

フ
ェ
ン
ス
等
の
工
作
物
撤

去
や
改
修
は
。

　

当
事
者
と
の
協
議
な
ど
、

適
切
な
対
応
を
図
る
。

　

本
年
度
は
緊
急
措
置
と
し

て
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

撤
去
、
改
修
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

　

老
朽
化
し
た
ネ
ッ
ト
フ
ェ

ン
ス
等
の
工
作
物
に
つ
い
て

も
、
今
後
適
切
に
改
修
し
た

い
。　

漁
港
災
害
復
旧
費

４
０
９
万
２
０
０
０
円
の
内

訳
は
。

　

本
年
７
月
28
日
の
台

風
12
号
に
よ
り
被
災
し
た
天

面
漁
港
の
防
波
堤
お
よ
び
コ

ン
ク
リ
ー
ト
た
た
き
の
復
旧
、

江
見
漁
港
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

た
た
き
の
復
旧
、
浜
荻
漁
港

の
防
波
堤
の
復
旧
工
事
を

行
っ
た
。

●
議
案
第
52
号　
鴨
川
市
立

★
２
認
定
こ
ど
も
園
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

本
市
の
待
機
児
童
の

有
無
は
。

　

現
在
、
待
機
児
童
は
い

な
い
。

　

認
定
こ
ど
も
園
の
今

後
の
整
備
計
画
は
。

　

江
見
認
定
こ
ど
も
園
に

続
き
、
今
般
の
改
正
に
よ
り

西
条
幼
稚
園
・
西
条
保
育
園

が
西
条
認
定
こ
ど
も
園
、
長

狭
幼
稚
園
・
長
狭
保
育
園
が

長
狭
認
定
こ
ど
も
園
と
な
り

計
３
カ
所
の
公
立
認
定
こ
ど

も
園
が
誕
生
す
る
。

　

ま
た
、
東
条
幼
稚
園
・
東

条
保
育
園
は
、
本
年
度
を

も
っ
て
閉
園
を
予
定
。
鴨
川
、

田
原
、
天
津
、
小
湊
の
各
幼

稚
園
・
保
育
園
に
つ
い
て
は
、

平
成
32
年
度
に
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
を

予
定
し
て
い
る
。

平
成
29
年
度
決
算
な
ど
14
議
案
を
可
決

・
認
定

改修の必要なブロック塀

★：23ページの用語解説をご参照ください

天面漁港の復旧の様子
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●
議
案
第
58
号　
平
成
30
年

度
鴨
川
市
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い

て　

委
託
料
４
５
０
万
円

の
内
訳
は
。

　

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ

ム
の
導
入
お
よ
び
安
房
保

健
医
療
圏
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
の
比
較
検
討
に

３
７
８
万
４
０
０
０
円
。
医

師
等
人
材
確
保
・
育
成
業
務

に
71
万
６
０
０
０
円
を
計
上

し
た
。

　

電
子
カ
ル
テ
に
つ
い
て
は
、

カ
ル
テ
記
録
の
軽
減
、
保
管

ス
ペ
ー
ス
の
縮
減
、
医
療
報

酬
上
の
エ
ラ
ー
の
未
然
防
止
、

検
査
結
果
や
必
要
な
医
療
情

報
の
確
認
が
容
易
に
な
る
な

ど
、
70
床
規
模
の
病
院
に
最

も
相
応
し
い
電
子
カ
ル
テ
の

選
定
お
よ
び
医
療
情
報
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
つ
い
て

検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

電
子
カ
ル
テ
導
入
と

医
療
情
報
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
お
け
る
機
種
な

ら
び
に
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
選
定

の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

　
国
保
病
院
は
安
房
医
療

圏
の
地
域
医
療
構
想
の
も
と

で
、
他
の
医
療
機
関
と
の
連

携
を
目
指
し
て
お
り
、
在
宅

医
療
や
地
域
包
括
ケ
ア
に

も
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
。
選
定
に
当
た
っ
て
は
、

他
の
医
療
機
関
と
の
医
療
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や
個
人

に
関
す
る
医
療
や
健
康
情
報

を
収
集
・
保
存
、
活
用
で
き

る
仕
組
み
を
目
指
し
て
い
る
。

　

導
入
後
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

（
仕
様
の
変
更
）
が
最
小
限

で
あ
り
地
域
の
情
報
共
有
を

安
価
に
実
現
す
る
シ
ス
テ
ム

の
選
定
と
導
入
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
委
託

に
よ
り
検
討
を
進
め
た
い
。

●
認
定
第
５
号　
平
成
29
年

度
鴨
川
市
病
院
事
業
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
収
支
に
つ
い
て
、

収
益
は
黒
字
な
の
か
。

　

平
成
29
年
度
の
収
益
は

約
３
８
９
５
万
円
と
な
っ
た

が
、
収
支
は
約
４
０
０
万
円

の
赤
字
で
あ
っ
た
。

　

在
宅
医
療
部
門
の
今

後
の
展
望
は
。

　

平
成
32
年
度
の
新
病

院
開
院
に
向
け
、
訪
問
診
療
、

訪
問
歯
科
診
療
、
訪
問
看
護
、

介
護
支
援
専
門
員
の
ケ
ア
プ

ラ
ン
作
成
に
係
る
居
宅
介
護

支
援
、
訪
問
介
護
、
栄
養
ケ

ア
等
を
一
体
的
に
行
う
地
域

包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
在
宅
支
援
の
さ
ら
な
る

充
実
・
強
化
を
図
り
た
い
。

　
　

在
宅
・
訪
問
介
護
職

員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た

め
の
教
育
が
必
要
だ
と
思

う
が
。

　

個
々
の
ス
キ
ル（
技
能
）

を
高
め
る
た
め
、
各
種
研
修

へ
の
参
加
や
本
市
の
保
健
医

療
参
与
の
助
言
を
得
な
が
ら
、

院
内
研
修
を
行
い
た
い
。

　

ま
た
、
市
内
の
医
療
機
関

や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等

と
の
連
携
の
も
と
、
在
宅
支

援
に
係
る
専
門
研
修
を
開

催
し
な
が
ら
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
、
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
を

図
り
た
い
。

●
認
定
第
1
号　
平
成
29
年

度
鴨
川
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

財
源
確
保
を
図
り
な
が
ら
、

里
山
オ
フ
ィ
ス
整
備
工
事
、

総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能

賛
成　
長
谷
川　
倫
秀　
議
員

拡
充
工
事
な
ど
の
実
施
を
初

め
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
基
幹

的
設
備
改
良
工
事
な
ど
、
事

業
を
着
実
に
実
施
し
た
こ
と

に
対
し
、
評
価
を
す
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
市
の

財
政
状
況
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
で
あ
り
、
今
後
の
財
政

運
営
に
当
た
っ
て
は
、
経
常

経
費
の
さ
ら
な
る
節
減
に
努

め
な
が
ら
、
進
め
る
べ
き
事

業
を
的
確
に
実
施
す
る
こ
と
、

ま
た
、
事
業
実
施
に
際
し
て

は
、
特
定
財
源
を
確
保
す
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
健
全
な
財

政
運
営
に
取
り
組
ま
れ
、
よ

り
一
層
の
市
民
生
活
の
向
上

を
図
ら
れ
る
よ
う
、
要
望
す

鴨川市国保訪問看護ステーション

改良工事を実施した清掃センター
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常任委員会の
審査内容

各常任委員会に付託された議案の
審査内容の主なものを掲載します。

 

予
算
常
任
委
員
会

る
。

　

本
市
財
政
の
健
全
化
を
示

す
各
指
標
は
、
す
で
に
県
内

自
治
体
の
中
で
も
、
ワ
ー
ス

ト
３
や
ワ
ー
ス
ト
４
で
あ
る

が
、
今
年
度
は
、
さ
ら
に
各

指
標
の
全
て
を
悪
化
さ
せ
た
。

特
に
、
実
質
収
支
比
率
が
４・

５
％
と
な
り
、
赤
ラ
ン
プ
点

灯
の
３
％
が
目
前
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

　

ま
た
、
自
治
体
の
貯
金
と

言
わ
れ
る
財
政
調
整
基
金
残

高
を
、
今
年
度
は
３
億
１
０

０
０
万
円
減
ら
し
、
17
億
３

０
０
０
万
円
と
し
た
。
こ
れ

は
、
平
成
25
年
度
残
高
の

30
億
６
４
０
０
万
円
を
半
分

に
減
ら
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
29
年
度
一

般
会
計
決
算
は
、
財
政
力
や

各
指
標
が
さ
ら
に
悪
化
し
て

お
り
、
認
定
、
賛
成
で
き
る

内
容
で
は
な
い
。

●
認
定
第
５
号　
平
成
29
年

度
鴨
川
市
病
院
事
業
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　

国
保
病
院
会
計
へ
の
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
、
追

加
補
正
も
あ
り
、
決
算
額

は
８
０
０
０
万
円
と
な
っ

た
。
こ
の
過
去
に
な
い
高
額

繰
入
措
置
を
行
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
病
院
会
計
が

３
６
２
１
万
円
の
赤
字
と
の

決
算
報
告
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
病
院
の
実
質

赤
字
が
２
項
目
の
累
計
額

１
億
１
６
２
１
万
円
と
な
っ

た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
も

過
去
の
最
高
額
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
か
ら
、
国
保
病
院

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
大
幅

な
経
営
改
善
と
し
っ
か
り
し

た
経
営
管
理
を
願
い
た
い
。

●
陳
情
第
１
号　
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
建
設
計
画
に
反
対
す
る

陳
情
書

　

委
員
長
報
告
に
よ
る
と
、

不
採
択
の
議
員
も
、
趣
旨
採

択
の
議
員
も
、
い
ず
れ
も
本

市
に
許
認
可
権
限
が
な
い
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。

　

本
市
に
権
限
が
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
本
市
議
会
か
ら
県

へ
の
意
見
書
要
請
と
し
て
の

陳
情
を
し
て
も
ら
う
な
ど
の

方
法
論
も
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

　

多
く
の
市
民
が
動
物
の
拡

散
や
環
境
汚
染
、
自
然
破
壊

等
に
つ
い
て
、
そ
し
て
鴨
川

の
将
来
を
心
配
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
市
民
の
声
を
重
く

受
け
と
め
、
今
回
の
建
設
経

済
常
任
委
員
会
の
決
定
し
た

趣
旨
採
択
に
賛
成
を
す
る
。

趣
旨
採
択　
賛
成

平
松　
健
治　
議
員

●
議
案
第
54
号

　
平
成
30
年
度
鴨
川
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

自
主
財
源
を
原
資
と

す
る
事
業
に
は
慎
重
な
対

応
を
願
い
た
い
。

　
　

財
政
等
適
正
化
計
画
を

策
定
し
、
財
政
基
盤
の
安
定

化
に
取
り
組
む
。

　

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支

援
事
業
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
本
市
の
実
績
は
。

　

平
成
29
年
度
末
の
ド

ナ
ー
登
録
者
数
は
１
４
５
人

で
、
骨
髄
提
供
者
は
、
平
成

３
年
か
ら
の
統
計
で
は
３
人

で
あ
る
。

　

対
象
は
、
住
民
票
の

あ
る
人
だ
が
、
市
外
の
事
業

所
に
勤
務
の
場
合
は
、
事
業

所
へ
の
１
万
円
の
助
成
は
ど

う
な
る
の
か
。

　

ド
ナ
ー
の
方
が
ド
ナ
ー

休
暇
を
取
得
し
た
場
合
、
国

内
の
事
業
所
で
あ
れ
ば
対
象

と
な
る
。

　

市
単
独
の
土
地
改
良

整
備
事
業
の
内
容
は
。

　

金
山
ダ
ム
か
ら
の
農
業

用
幹
線
水
路
が
漏
水
し
て
お

り
、
管
理
者
で
あ
る
加
茂
川

沿
岸
土
地
改
良
区
が
実
施
す

る
敷
設
替
工
事
に
つ
い
て
補

助
を
す
る
。

　

地
域
高
規
格
道
路
整

備
促
進
事
業
補
助
金
に
つ

い
て
、
館
山
・
鴨
川
道
路
の

整
備
促
進
は
、
市
長
の
公

約
で
あ
る
が
、
再
度
伺
う
。

　
こ
の
道
路
は
自
動
車
専

用
道
路
と
し
て
整
備
す
べ
く

期
成
同
盟
会
も
立
ち
上
が
り
、

国
や
県
も
前
向
き
な
姿
勢
で

あ
る
。
本
市
と
し
て
も
50
万

人
の
署
名
や
の
ぼ
り
旗
に
よ

り
機
運
を
高
め
情
報
発
信
し

て
い
き
た
い
。

　

小
学
校
施
設
改
修
事

業
に
つ
い
て
、
エ
ア
コ
ン
設

置
に
係
る
今
後
の
見
通
し
は
。

　

来
年
夏
ま
で
の
設
置
に

向
け
、
必
要
な
施
設
の
状
況

を
調
査
す
る
。
次
回
の
補
正

予
算
で
、
工
事
費
等
を
計
上

し
、
工
事
に
着
手
す
る
。

●
認
定
第
１
号

　
平
成
29
年
度
鴨
川
市
一
般

反
対　
平
松　
健
治　
議
員

 

決
算
常
任
委
員
会

反
対　
平
松　
健
治　
議
員
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会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

　
★
３
不
納
欠
損
額
に
つ

い
て
、
そ
の
経
緯
と
未
収

金
の
対
策
は
ど
う
し
て
い

る
の
か
。

　

時
効
成
立
が
２
４
５
９

件
。
滞
納
処
分
の
執
行
停
止

後
、
生
活
保
護
受
給
や
所
在

不
明
等
に
よ
り
３
年
間
滞
納

状
況
が
継
続
し
た
も
の
が
36

件
。
滞
納
者
の
死
亡
、
相
続

放
棄
等
に
よ
る
即
時
消
滅
が

36
件
に
な
る
。
未
納
が
発
生

し
た
場
合
は
督
促
状
の
送
付
、

電
話
等
に
よ
る
催
告
、
臨
戸

徴
収
等
を
行
い
、
個
々
の
事

情
に
応
じ
た
対
応
に
努
め
て

い
る
。
ま
た
財
産
の
差
押
さ

え
等
の
処
分
を
実
施
す
る
場

合
も
あ
る
。

　
★
４
合
併
算
定
替
え
に

よ
る
特
例
交
付
分
の
減
少

に
伴
う
普
通
交
付
税
の
今

年
度
以
降
の
見
込
み
は
。

　

平
成
30
年
度
が
37
億
７

４
９
１
万
６
０
０
０
円
、
平

成
31
年
度
が
37
億
円
、
平
成

32
年
度
が
36
億
７
０
０
０
万

円
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
　

野
球
場
は
１
８
２
件
中

39
件
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
は

２
３
９
件
中
50
件
、
文
化
体

育
館
は
７
０
７
件
中
２
９
１

件
、
陸
上
競
技
場
は
２
２
４

件
中
57
件
、
サ
ッ
カ
ー
場
は

６
１
１
件
中
４
７
９
件
と
な

り
、
６
８
１
万
６
７
２
０
円

が
減
免
措
置
さ
れ
て
い
る
。

　
★
５
事
業
仕
分
け
を

行
っ
た
結
果
と
し
て
、
平
成

30
年
度
予
算
に
反
映
さ
れ

た
も
の
は
あ
る
の
か
。

　

不
要
・
凍
結
と
さ
れ
た

２
事
業
の
う
ち
、
市
税
納
期

前
納
付
報
奨
金
は
、
平
成
30

年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て

廃
止
を
含
む
市
税
条
例
の
一

部
改
正
を
行
い
、
平
成
31
年

度
か
ら
廃
止
す
る
。

　

ま
た
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

遊
休
施
設
の
移
転
や
郷
土

資
料
館
お
よ
び
文
化
財
セ
ン

タ
ー
と
の
統
合
を
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
施
設
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い

る
。

　

緊
急
通
報
体
制
等
整

備
事
業
に
つ
い
て
、
活
用
状

況
と
効
果
は
。

　

相
談
件
数
は
１
３
３
件
、

そ
の
内
、
緊
急
連
絡
が
５
件

あ
り
、
有
効
な
方
法
と
考
え

て
い
る
。

　

学
童
保
育
の
今
後
の

方
向
性
は
。

　

学
童
保
育
は
国
も
力
を

入
れ
て
い
る
事
業
で
も
あ
り
、

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
社
会

福
祉
法
人
の
運
営
に
切
り
替

え
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

　
　
★
６
市
民
後
見
推
進
事

業
の
内
容
と
実
績
は
。

　

認
知
症
高
齢
者
等
の
成

年
後
見
制
度
の
円
滑
な
利
用

促
進
の
た
め
、
家
庭
裁
判
所

の
管
轄
す
る
安
房
圏
域
に
お

い
て
広
域
的
に
市
民
後
見
人

の
養
成
研
修
を
実
施
を
し
た

も
の
で
、
参
加
は
26
人
で
あ

る
。　

看
護
師
等
就
学
資
金

貸
付
金
の
推
移
と
今
後
の

見
込
は
。

　

平
成
29
年
度
決
算
で
は

前
年
度
か
ら
の
継
続
貸
付
者

が
34
人
、
新
規
貸
付
者
が
13

人
の
合
計
47
人
で
横
ば
い
の

状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
貸
付
者
の
う
ち
、

市
内
医
療
機
関
へ
就
職
し
た

者
は
平
成
29
年
度
が
18
人
と

増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ

ル
機
能
拡
充
事
業
に
つ
い

て
、
体
験
交
流
協
会
か
ら

㈱
良
品
計
画
へ
指
定
管
理

者
が
変
わ
っ
た
が
、
出
品

者
に
変
化
は
あ
る
の
か
。

　

出
品
者
に
つ
い
て
は
、

時
期
と
か
季
節
、
ま
た
年
に

　
　

ふ
る
さ
ぽ
ー
と
寄
附

金
に
つ
い
て
、
価
格
帯
と

件
数
は
。

　

収
入
金
額
は
２
億
２
６

９
５
万
４
３
８
１
円
、
件
数

は
２
４
６
３
件
で
あ
る
。

　

寄
付
金
額
の
多
い
層
は
、

１
万
円
か
ら
２
万
円
未
満
で

７
４
３
件
、
構
成
比
は
30
・

２
％
、
２
番
目
が
10
万
円
か

ら
50
万
円
未
満
で
５
９
３
件

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

体
育
施
設
使
用
料
の

減
額
・
免
除
の
状
況
は
。本市の体育施設

昨年度の仕分け風景

★：23ページの用語解説をご参照ください
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よ
っ
て
変
動
が
あ
る
。
現
状

で
は
お
よ
そ
２
２
０
人
の
方

が
出
品
し
て
い
る
。

　

担
い
手
支
援
事
業
の

認
定
農
業
者
等
農
業
用
機

械
整
備
事
業
補
助
金
の
交

付
件
数
と
内
容
、
ま
た
そ
の

要
件
は
。

　

平
成
29
年
度
の
交
付
件

数
は
７
件
で
、
そ
の
内
容
は

乾
燥
機
や
も
み
す
り
機
、
コ

ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ
ク
タ
ー
の

購
入
、
ま
た
農
業
用
倉
庫
建

設
等
で
あ
る
。
補
助
の
要
件

は
、
認
定
農
業
者
で
あ
る
こ

と
が
前
提
だ
が
、
個
人
や
営

農
組
合
等
で
も
可
能
で
あ
る
。

　

大
賀
ハ
ス
の
里
の
管

理
委
託
の
内
容
は
。

　

鴨
川
市
農
林
業
体
験
交

流
協
会
に
大
賀
ハ
ス
の
圃
場

と
そ
の
周
辺
の
環
境
整
備
と

し
て
、
草
刈
り
や
施
肥
、
ま

た
水
の
管
理
、
株
づ
く
り
等

の
作
業
を
委
託
し
た
。

　

平
成
28
年
度
お
よ
び

平
成
29
年
度
の
観
光
入
込

客
数
は
。

　

観
光
入
込
客
数
は
、
平

成
28
年
度
が
２
８
５
万
４
０

０
０
人
、
平
成
29
年
度
が

２
８
０
万
７
０
０
０
人
、
宿

泊
者
数
に
つ
い
て
は
、
平
成

28
年
度
が
81
万
人
、
平
成
29

年
度
が
77
万
５
０
０
０
人
と

な
っ
て
い
る
。

　

地
域
住
宅
支
援
事
業

の
住
宅
取
得
奨
励
補
助
金

の
事
業
実
績
は
。

　

平
成
29
年
度
は
14
件
、

４
５
８
万
５
０
０
０
円
の
補

助
金
を
交
付
し
、
31
人
の
方

が
転
入
し
た
。
内
訳
は
、
中

古
住
宅
の
取
得
が
６
件
、
新

規
住
宅
の
取
得
が
８
件
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
事
業
開
始

の
平
成
23
年
度
か
ら
昨
年
度

末
ま
で
の
７
年
間
で
は
76
件

で
３
８
１
９
万
２
０
０
０
円

を
交
付
し
、
２
０
０
人
の
方

が
転
入
し
た
。

　

市
道
整
備
事
業
に
つ

い
て
、
市
内
各
地
か
ら
の
市

民
の
要
望
に
応
え
て
い
く
た

め
に
必
要
な
予
算
額
と
担

当
課
の
人
員
配
置
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

市
の
予
算
に
は
限
り
が

あ
る
た
め
、
要
望
者
や
地
元

の
皆
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら

優
先
順
位
を
つ
け
て
対
応
し

て
い
る
。
ま
た
、
職
員
に
つ

い
て
は
、
維
持
係
５
人
、
整

備
担
当
の
土
木
係
が
５
人
で

取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
の
人

員
で
予
算
の
適
正
な
執
行
に

努
め
て
い
る
。

　

道
路
橋
梁
維
持
補
修

事
業
に
は
、
修
繕
と
工
事
請

負
、
あ
る
い
は
原
材
料
の
補

修
材
料
と
い
っ
た
も
の
が
あ

る
と
思
う
が
、
工
事
請
負
と

資
材
支
給
の
区
分
の
仕
方

は
。

　
　

工
事
請
負
は
、
舗
装

補
修
工
事
と
側
溝
や
排
水
路

の
補
修
工
事
に
な
る
。
一
方
、

資
材
支
給
は
地
域
の
皆
様
に

よ
る
舗
装
作
業
へ
の
生
コ
ン

支
給
に
な
る
。
な
お
、
舗
装

を
剥
が
す
な
ど
重
機
を
伴
う

作
業
に
つ
い
て
は
市
で
対
応

し
て
い
る
。

  

今
後
、
廃
止
を
考
え
て

い
る
よ
う
な
公
園
、
あ
る

い
は
、
緑
地
公
園
の
整
備

計
画
は
あ
る
の
か
。

　

市
内
12
カ
所
の
公
園
の

適
正
管
理
に
努
め
、
廃
止
の

予
定
は
な
い
。
ま
た
、
現
在
、

総
合
運
動
施
設
内
の
サ
ッ

カ
ー
場
の
脇
の
用
地
、
約

８
０
０
０
㎡
を
芝
生
広
場
と

す
る
公
園
整
備
を
計
画
し
て

い
る
。

　

災
害
対
策
用
と
し
て

今
後
さ
ら
に
備
蓄
す
べ
き

も
の
や
、
不
足
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
資
機
材
な
ど

が
あ
る
か
。

　

平
成
30
年
度
に
、
水

道
局
で
３
ｔ
の
給
水
車
を
導

入
す
る
予
定
で
あ
る
。
非
常

用
飲
料
水
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

市民要望に応える市道整備事業
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は
、
平
成
30
年
度
の
購
入

分
６
２
４
０
本
を
併
せ
、
約

３
万
２
０
０
０
本
の
備
蓄
と

な
る
見
込
み
で
あ
る
。
ま
た

今
後
は
、
避
難
所
で
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
確
保
す
る
た
め

の
簡
易
テ
ン
ト
な
ど
を
購
入

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

図
書
・
Ａ
Ｖ
資
料
購

入
に
お
い
て
何
冊
の
図
書
を

購
入
し
、
そ
の
、
決
定
は
誰

が
す
る
の
か
。

　

図
書
館
で
は
３
５
１
２

冊
を
購
入
し
た
。
購
入
に
際

し
て
は
、
図
書
館
司
書
の
情

報
収
集
と
図
書
館
協
議
会
の

委
員
か
ら
の
意
見
、
利
用
者

か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
な
ど
も

参
考
に
選
書
会
議
を
経
て
図

書
館
長
が
最
終
的
に
決
定
し

て
い
る
。

　

現
在
の
総
合
運
動
施

設
の
使
用
料
収
入
で
は
、
土

地
借
上
料
も
支
払
う
こ
と

が
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
、

使
用
料
の
引
き
上
げ
や
指

で
お
り
、
そ
の
中
で
一
体
的

に
検
討
し
て
い
く
。

●
議
案
第
53
号

　
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に

つ
い
て(

消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
購
入)

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

の
更
新
時
期
の
見
直
し
は
。

　

現
在
20
年
を
目
途
に

更
新
し
て
い
る
が
、
以
前
に

比
べ
て
車
両
や
ポ
ン
プ
の
性

能
が
良
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

今
後
は
延
長
す
る
方
向
で
消

防
委
員
会
や
消
防
団
本
部
と

検
討
し
て
い
く
。

●
議
案
第
55
号

　
平
成
30
年
度
鴨
川
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

国
庫
支
出
金
（
返
還

金
）
が
７
０
２
５
万
１
０
０

０
円
の
増
額
と
な
っ
た
要

因
は
。

　

平
成
29
年
度
は
、
こ

れ
ま
で
増
加
傾
向
に
あ
っ
た

医
療
費
が
対
前
年
度
比
で

５
億
８
１
４
万
６
０
０
０
円
、

13
・
５
％
の
減
と
な
っ
た
た

め
で
あ
る
。

●
認
定
第
2
号

　
平
成
29
年
度
鴨
川
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

毎年行われている災害訓練

定
管
理
へ
の
移
行
も
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

使
用
料
は
来
年
10
月

に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税

の
改
定
時
期
に
合
わ
せ
て
検

討
す
る
。
ま
た
、
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
や
施
設
へ
の

広
告
掲
載
も
考
え
ら
れ
る
が
、

現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
で
稼
ぐ
力

応
援
計
画
事
業
に
取
り
組
ん

 

総
務
常
任
委
員
会

図書・ＡＶ資料の充実を図る図書館

分団の消防ポンプ自動車
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保
険
給
付
費
は
対
前

年
度
比
で
約
１
億
９
８
０

０
万
円
の
減
、
医
療
費
も

約
５
億
８
０
０
万
円
の
減

と
な
っ
て
い
る
が
こ
の
要

因
は
。

　

１
点
目
に
、
療
養
給

付
費
の
う
ち
入
院
費
用
が

長
期
入
院
者
数
や
高
額
医

療
費
が
減
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
対
前
年
度
比
で

８
８
３
０
万
５
０
０
０
円
減

少
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　

２
点
目
は
、
社
会
保
険
適

用
の
拡
大
に
よ
り
被
保
険
者

数
が
対
前
年
度
比
で
６
５
６

人
減
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

　
　

検
診
受
診
率
向
上
の

た
め
の
対
策
は
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
日
曜

日
の
検
診
１
日
を
２
日
間
と

し
た
ほ
か
、
特
定
健
診
を
初

め
て
受
け
る
40
歳
の
方
の
自

己
負
担
額
を
無
料
と
す
る
取

組
を
行
っ
た
。
ま
た
、
鴨
川

健
康
ポ
イ
ン
ト
シ
ー
ト
を
作

成
し
、
目
標
値
を
達
成
し
た

場
合
に
は
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

し
、
シ
ー
ト
提
出
者
に
は
特

定
健
診
に
加
え
、
が
ん
検
診

の
１
項
目
の
自
己
負
担
金
を

無
料
と
し
た
。
ま
た
平
成
30

年
度
か
ら
は
未
受
診
者
へ
の

勧
奨
や
不
定
期
受
診
者
に
対

し
、
受
診
案
内
を
行
っ
て
い

る
。

　
　

国
保
税
の
滞
納
要
因

と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

は
。

　

事
業
の
不
振
や
離
職
等

に
よ
り
納
付
困
難
と
な
っ
た

こ
と
や
累
積
し
て
い
る
滞
納

額
に
分
割
し
て
納
付
す
る
額

が
追
い
付
い
て
い
か
な
い
こ

と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
を
運

営
す
る
た
め
に
基
金
は
ど
の

程
度
必
要
か
。

　

厚
生
労
働
省
よ
り
目
安

が
示
さ
れ
、
過
去
３
ケ
年
に

お
け
る
保
険
給
付
費
、
後
期

高
齢
者
支
援
金
、
介
護
納
付

金
を
含
む
平
均
年
額
の
５
％

以
上
を
積
み
立
て
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
、
本
市
で

は
約
２
億
円
と
な
る
。

●
陳
情
第
5
号

　
玄
関
ま
で
来
て
く
れ
る
乗

合
タ
ク
シ
ー
実
現
に
関
す
る

陳
情
書

　

本
年
度
長
狭
地
区
の

実
証
運
行
に
つ
い
て
市
か
ら

の
支
出
は
。

　

本
年
度
の
運
行
期
間
は

12
月
か
ら
来
年
3
月
末
ま
で

の
4
ケ
月
で
１
５
９
万
７
４

２
３
円
で
あ
る
。

　
実
証
運
行
の
期
間
は
。

　

平
成
31
年
度
末
ま
で
の

１
年
４
ヶ
月
を
予
定
し
て
い

る
。
ま
た
基
本
的
に
本
格
運

行
に
移
行
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
が
、
想
定
以
上
の
損

失
等
が
出
た
場
合
は
運
行
方

法
の
見
直
し
を
考
え
て
い
く
。

　

公
共
交
通
の
ニ
ー
ズ

調
査
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら

れ
た
か
。

　

市
民
に
対
し
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
大

型
商
業
施
設
、
医
療
機
関
に

お
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を

行
っ
た
。

反
対
討
論　

ま
ず
１
点
目
に

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

は
本
市
で
は
初
の
試
み
と
し

て
12
月
か
ら
長
狭
地
区
で

実
証
運
行
が
行
わ
れ
る
の
で
、

そ
の
有
効
性
や
課
題
等
の
検

証
結
果
を
踏
ま
え
判
断
す
べ

き
と
考
え
る
。

　

次
に
、
２
点
目
に
デ
マ
ン

ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
そ
の

運
行
方
式
か
ら
タ
ク
シ
ー
事

業
者
と
競
合
す
る
こ
と
に
な

る
。
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
の
基
本
方
針
に
も
あ
る

通
り
、
公
共
交
通
に
係
る
機

能
分
担
の
明
確
化
と
連
携
強

化
に
よ
る
持
続
可
能
な
公
共

交
通
網
の
形
成
に
努
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
３
点
目
に
長
狭

地
区
で
の
実
証
運
行
は
地
域

公
共
交
通
会
議
等
に
お
い
て

公
共
交
通
の
空
白
地
域
の
解

消
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
等
の
結
果
を
基
に
多
角
的

な
協
議
、
検
討
を
重
ね
導
き

出
さ
れ
た
運
行
方
式
と
導
入

地
域
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
踏

ま
え
本
陳
情
に
反
対
す
る
。

各種特典のある鴨川健康ポイントシート
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●
陳
情
第
6
号

　
国
保
税
の
１
世
帯
２
万
円

引
き
下
げ
に
関
す
る
陳
情
書

　

財
政
調
整
基
金
は
一

番
多
い
時
で
い
く
ら
あ
っ

た
か
。

　

基
金
の
最
高
額
は
、
平

成
18
年
度
で
約
８
億
円
で

あ
っ
た
が
、
平
成
19
年
と
平

成
26
年
の
保
険
税
の
税
率
改

正
の
際
、
基
金
を
活
用
す
る

こ
と
と
し
た
た
め
、
現
在
の

基
金
残
高
は
１
０
０
万
円
で

あ
る
。

反
対
討
論　

国
保
制
度
に
つ

い
て
は
、
制
度
の
抱
え
る
構

造
的
問
題
を
解
決
し
、
持
続

可
能
な
制
度
構
築
を
求
め
る

こ
と
の
ほ
か
、
国
保
制
度
の

健
全
運
営
を
図
る
た
め
の
各

種
要
望
や
医
療
保
険
制
度
改

革
に
つ
い
て
も
県
や
全
国
市

長
会
を
通
じ
て
国
へ
の
要
望

活
動
を
継
続
し
て
い
る
。　

　

国
保
税
の
引
き
下
げ
に
つ

い
て
は
、
決
算
補
填
や
国
保

税
を
引
き
下
げ
る
た
め
の
法

定
外
繰
入
れ
の
実
績
は
な
い

が
、
平
成
25
年
度
以
降
、
財

政
調
整
基
金
か
ら
繰
入
れ
を

行
い
、
国
保
税
率
の
抑
制
と

被
保
険
者
の
負
担
軽
減
に

努
め
た
結
果
、
１
人
当
た
り

の
医
療
費
は
、
県
下
で
は
上

位
か
ら
５
番
目
で
あ
る
一
方
、

１
世
帯
当
た
り
の
負
担
水
準

は
54
団
体
中
の
50
番
目
と
負

担
の
低
い
ほ
う
か
ら
５
番
目

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
総
務
省
や
県
の
国

民
健
康
保
険
運
営
指
針
で
は
、

国
保
財
政
を
安
定
的
に
運
営

し
て
い
く
た
め
に
は
、
必
要

な
支
出
を
国
保
税
や
国
・
県

の
負
担
金
等
で
賄
い
、
国
保

会
計
の
収
支
が
均
衡
し
て
い

る
こ
と
を
原
則
と
し
て
お
り
、

一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
の

繰
入
れ
は
、
保
険
給
付
と
保

険
税
負
担
の
関
係
性
が
不
透

明
と
な
る
こ
と
、
国
保
の
被

保
険
者
以
外
の
住
民
に
負
担

を
求
め
る
こ
と
は
解
消
す
べ

き
で
あ
る
旨
の
指
針
も
示
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
本
件
陳
情
を
採
択
す
る

こ
と
は
か
な
わ
な
い
も
の
と

判
断
す
る
。

●
議
案
第
59
号

　
平
成
29
年
度
鴨
川
市
水
道

事
業
会
計
利
益
の
処
分
及
び

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

現
在
、
遠
方
監
視
体

制
が
整
っ
て
い
な
い
天
津
小

湊
地
域
を
含
め
て
一
元
的
に

管
理
で
き
る
よ
う
横
渚
浄

水
場
監
視
制
御
設
備
更
新

工
事
の
実
施
に
着
手
し
た

と
あ
る
が
、
以
前
の
管
理
状

況
と
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

　
こ
の
工
事
は
、
合
併
特

例
債
を
活
用
し
平
成
29
年
度

か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
の
３

カ
年
で
実
施
す
る
予
定
で
開

始
し
、
平
成
29
年
度
の
進
捗

率
は
概
ね
59
％
で
あ
る
。

　

平
成
31
年
度
実
施
分
を
30

年
度
に
前
倒
し
を
し
て
い
る

の
で
、
今
年
度
で
１
０
０
％

と
な
る
予
定
で
あ
る
。

　

有
収
率
が
減
と
な
っ

て
い
る
理
由
に
、
発
見
困
難

な
漏
水
が
増
加
し
た
と
あ

る
が
、
そ
の
状
況
と
取
り
組

み
は
。

　

人
口
の
密
集
し
た
沿
岸

部
へ
布
設
さ
れ
た
石
綿
セ
メ

ン
ト
管
は
、
振
動
や
曲
げ
に

弱
く
、
近
年
で
は
漏
水
の
多

い
管
で
あ
り
、
ま
だ
沿
岸
部

へ
多
く
残
っ
て
い
る
。
ま
た

地
質
的
に
砂
層
や
れ
き
層
が

多
く
、
漏
水
し
た
と
し
て
も

地
下
へ
浸
透
し
て
し
ま
う
た

め
発
見
で
き
な
い
場
合
が
多

い
。

　

旧
鴨
川
市
は
、
紙
ベ
ー
ス

の
図
面
管
理
の
た
め
、
管
の

種
類
や
口
径
、
故
障
や
漏
水

履
歴
等
の
管
路
の
管
理
に
苦

慮
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
資

産
管
理
が
で
き
、
マ
ッ
ピ
ン

グ
の
情
報
か
ら
管
路
評
価
を

行
い
、
管
路
更
新
計
画
の
作

成
機
能
を
有
し
た
施
設
の
管

理
シ
ス
テ
ム
を
、
来
年
度
の

導
入
に
向
け
て
検
討
を
し
て

お
り
、
効
率
的
な
更
新
計
画

の
基
に
、
従
来
の
漏
水
探
査

や
各
所
の
水
圧
測
定
等
を
実

施
し
て
有
収
率
の
向
上
に
努

め
る
。

●
陳
情
第
１
号

　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
計
画

に
反
対
す
る
陳
情
書

　

市
長
が
事
業
者
に
対

し
て
提
出
し
た
５
つ
の
要

望
に
つ
い
て
、
不
十
分
で

あ
っ
た
回
答
部
分
の
そ
の

後
の
進
捗
状
況
は
。
ま
た

市
か
ら
業
者
に
対
し
て
催

促
等
し
て
い
る
の
か
。

　

以
前
に
報
告
し
た
内
容

と
変
わ
ら
な
い
状
況
で
あ
り
、

機
会
あ
る
ご
と
に
回
答
を
事

業
者
へ
求
め
て
い
く
。

反
対
討
論　

本
陳
情
に
あ
る

「
本
計
画
を
食
い
止
め
る
」

こ
と
に
関
し
て
は
、
本
市
に

権
限
が
な
い
こ
と
、
実
現
の

可
能
性
が
低
い
こ
と
か
ら
、

不
採
択
と
し
た
い
。

 

建
設
経
済
常
任
委
員
会現在の水道局の設備
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会

趣
旨
採
択
討
論　
こ
の
陳
情

以
外
に
も
、
本
件
に
関
し
て
、

本
市
に
要
望
書
や
署
名
が
提

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
さ
ら

に
は
、
国
と
し
て
も
今
後
の

法
改
正
が
検
討
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
も
考
慮
し
、
実
行

権
が
な
い
か
ら
不
採
択
と
割

り
切
ら
ず
、
鴨
川
の
声
を
今

後
の
法
改
正
に
い
か
し
て
い

く
と
い
う
意
味
合
い
か
ら
も
、

趣
旨
採
択
と
し
た
い
。

●
議
案
第
52
号

　
鴨
川
市
立
認
定
こ
ど
も
園

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

長
狭
認
定
こ
ど
も
園

も
一
体
型
で
運
営
さ
れ
る
が
、

一
体
型
で
な
く
と
も
認
定
こ

ど
も
園
と
し
て
の
要
件
を
満

た
す
の
か
。

　

認
定
こ
ど
も
園
は
、
施

設
が
一
体
型
で
な
く
て
も
認

定
の
対
象
と
な
る
。

●
議
案
第
56
号

　

平
成
30
年
度
鴨
川
市
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

平
成
30
年
度
か
ら
の

介
護
保
険
の
第
７
期
保
険

料
改
定
に
当
た
っ
て
想
定
す

る
基
金
額
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

　

基
金
と
し
て
初
年
度
に

積
立
て
を
し
、
２
年
目
以
降
に

取
り
崩
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
形
と
思
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
９
月
補
正
分
を
含
め

介
護
給
付
費
準
備
基
金
積
立

金
は
３
億
７
４
６
２
万
５
８
６

４
円
と
な
る
。

●
議
案
第
58
号

　
平
成
30
年
度
鴨
川
市
病
院

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）　

大
病
院
と
同
じ
電
子

カ
ル
テ
は
、
経
費
の
面
等
を

考
え
る
と
必
要
で
は
無
い
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

　

シ
ス
テ
ム
自
体
を
入
れ

る
こ
と
が
新
病
院
に
取
っ
て

本
当
に
ベ
ス
ト
か
ど
う
か
も

含
め
て
、
安
房
保
健
医
療
圏

内
の
医
療
機
関
と
連
携
も
踏

ま
え
た
最
善
な
も
の
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

事
業
の
タ
イ
ミ
ン
グ

と
し
て
時
期
尚
早
で
は
な
い

か
。

　
★
７
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア

や
包
括
ケ
ア
の
推
進
の
た
め
、

そ
し
て
病
院
の
医
師
の
確
保

の
た
め
に
も
、
ど
ん
な
電
子

カ
ル
テ
が
良
い
か
の
判
断
が
、

今
必
要
と
考
え
て
い
る
。

●
認
定
第
３
号

　
平
成
29
年
度
鴨
川
市
介
護

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　

不
納
欠
損
の
詳
細
を

伺
い
た
い
。

　

対
象
者
の
人
数
は

２
１
５
人
で
あ
る
。
そ
の
内

訳
は
死
亡
さ
れ
た
方
が
10
人
、

転
出
が
８
人
、
職
権
消
除
が

１
人
、
納
付
の
意
思
が
な
い

方
１
９
６
人
と
な
っ
て
い
る
。

●
認
定
第
５
号

　
平
成
29
年
度
鴨
川
市
病
院

事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

　
　

新
病
院
が
立
ち
上
が

る
前
に
「
あ
り
方
検
討
委
員

会
」
で
話
の
挙
が
っ
た
経
営

改
善
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　

病
院
の
経
営
改
革
と
し

て
、
病
院
の
稼
働
率
を
高
め

る
こ
と
、
保
健
医
療
参
与
の

竹
内
先
生
と
ス
タ
ッ
フ
一
同

で
新
病
院
が
出
来
る
前
か
ら

対
応
し
て
い
こ
う
と
し
て
い

る
の
で
、
今
年
末
に
も
そ
の

成
果
が
出
て
く
る
と
思
っ
て

い
る
。

★：23ページの用語解説をご参照ください

経営改善が議論される検討委員会

親子で楽しそうに遊ぶ認定こども園
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？！？！？！？！？！？！市政を問う

　
熱
中
症
予
防
策
と
し
て
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を

　

エ
ア
コ
ン
を
幼
稚
園
お
よ
び
小
中
学
校
に
整
備
す
る

明政会
佐々木  久之 議員

　

江
見
認
定
こ
ど
も
園

が
設
置
さ
れ
て
変
わ
っ
た
こ

と
は
。

　
施
設
全
体
を
活
用
し
全

て
の
職
員
が
０
歳
か
ら
５
歳

の
お
子
さ
ん
の
発
達
に
配
慮

し
た
切
れ
目
の
な
い
総
合
的

教
育
・
保
育
が
可
能
に
な
り
、

今
ま
で
受
け
入
れ
が
で
き
な

か
っ
た
３
歳
の
教
育
ニ
ー
ズ

の
お
子
さ
ん
の
受
け
入
れ
も

可
能
と
な
っ
た
。

　

子
ど
も
達
が
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
た
の
か
。

　

異
年
齢
交
流
等
の
活

動
に
よ
り
年
長
の
お
子
さ
ん

は
年
長
者
と
し
て
の
自
覚
が
、

年
少
の
お
子
さ
ん
は
年
長
の

お
子
さ
ん
の
活
動
に
接
し
、

そ
の
行
動
に
広
が
り
が
生
ま

れ
て
い
る
。
今
後
、
多
く
の

幼
保
一
元
化
の
取
組

に
つ
い
て

職
員
が
関
わ
っ
た
中
で
の
切

れ
目
の
な
い
総
合
的
な
教
育

保
育
の
実
践
は
、
子
ど
も
達

の
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
に
素
晴

ら
し
い
環
境
に
な
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
。

　

大
阪
北
部
地
震
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
に
対
し
本

市
の
対
応
は
。

　

当
日
６
月
18
日
に
学

校
教
育
課
の
職
員
が
点
検
し
、

翌
19
日
に
県
の
教
育
委
員
会

か
ら
出
さ
れ
た
通
知
を
踏
ま

え
、
学
校
敷
地
内
、
通
学
路

に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
危
険

箇
所
の
緊
急
点
検
と
子
ど
も

た
ち
に
安
全
指
導
を
行
う
よ

う
各
学
校
へ
指
示
し
、
25
日

に
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
が

完
了
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
幼
稚
園
の
敷

地
内
の
危
険
性
の
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
は
１
園
で
１
カ
所
、

学
校
敷
地
内
の
危
険
性
の
あ

る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
６
校
で
11

カ
所
、
小
中
学
校
の
通
学
路

に
お
け
る
危
険
性
が
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
は
55
カ
所
あ
る
こ

と
を
把
握
し
た
。

　
危
険
箇
所
の
対
応
は
。

　

現
在
、
撤
去
あ
る
い
は

補
修
工
事
を
進
め
、
工
事
が

終
了
す
る
ま
で
の
間
、
学
校

で
は
子
ど
も
た
ち
が
近
寄
ら

な
い
よ
う
貼
り
紙
や
コ
ー
ン
、

バ
ー
で
規
制
線
を
張
る
等
の

対
策
を
講
じ
て
い
る
。
通
学

路
に
あ
る
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク

塀
に
つ
い
て
は
民
地
で
あ
り

修
繕
は
持
ち
主
の
判
断
と
な

る
こ
と
か
ら
広
報
か
も
が
わ

で
点
検
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

す
で
に
天
津
地
区
・
東
条
地

区
で
は
幾
つ
か
自
主
的
な
撤

去
を
確
認
し
て
い
る
。

　
学
校
遊
具
の
管
理
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
は
。

　

学
校
教
育
計
画
を
作

成
し
、
施
設
整
備
の
老
朽
化

等
に
起
因
す
る
事
故
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
安
全
管

理
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て

毎
日
、
目
視
や
揺
ら
す
な
ど

日
常
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
毎
月
定
期
的
に
安
全
点

検
日
を
設
け
、
遊
具
に
乗
っ

た
り
登
っ
た
り
す
る
な
ど
詳

細
な
点
検
を
実
施
し
安
全
性

を
確
認
し
て
い
る
。

　
熱
中
症
対
策
は
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
今

年
度
こ
れ
ま
で
に
５
回
に
渡

り
文
書
を
出
し
、
各
学
校
に

注
意
喚
起
や
事
故
防
止
の
徹

底
を
指
導
し
て
き
た
。
体
育

祭
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
競

技
内
容
を
精
選
し
、
短
時
間

の
練
習
で
実
施
可
能
な
種
目

に
変
更
し
た
り
、
テ
ン
ト
を

増
設
し
た
り
、
さ
ら
に
こ
ま

め
に
水
分
補
給
や
休
憩
時
間

を
確
保
し
、
健
康
管
理
を
細

か
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
、

熱
中
症
予
防
と
安
全
を
最
優

先
に
し
て
い
る
。
体
育
祭
の

実
施
時
期
に
つ
い
て
も
学
校

の
実
情
や
保
護
者
、
地
域
の

意
向
を
踏
ま
え
決
定
す
る
よ

う
考
え
て
い
る
。

　

エ
ア
コ
ン
設
置
と
使

用
料
は
。

　

エ
ア
コ
ン
を
幼
稚
園

お
よ
び
小
中
学
校
に
来
年
夏

ま
で
に
整
備
す
る
こ
と
と
し
、

整
備
に
必
要
な
調
査
費
を
９

月
補
正
予
算
に
計
上
し
た
。

設
置
後
の
水
道
光
熱
費
な
ど

は
保
護
者
に
徴
収
す
る
の
で

は
な
く
市
で
負
担
す
る
。

安
全
対
策
に
つ
い
て
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？！？！？！？！？！？！市政を問う

　
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
夢
と
希
望
の
持
て
る
施
策
を

　

制
度
や
情
報
を
有
効
に
活
用
し
、
積
極
的
に
支
援
・
推
進
す
る

明政会
松井 寛徳 議員

　

農
業
従
事
者
の
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
、
農
産
物

の
価
格
の
低
迷
等
、
大
変
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。
併
せ
て

耕
作
放
棄
地
の
増
加
や
有

害
鳥
獣
の
範
囲
の
拡
大
に

よ
り
、
営
農
意
欲
の
低
下
に

も
つ
な
が
っ
て
お
り
、
早
急

な
解
決
策
が
必
要
と
考
え

る
が
。

　
販
売
農
家
数
・
農
業
従

事
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
。

　

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
、

地
域
の
特
色
に
応
じ
た
営
農

基
盤
の
整
備
促
進
、
農
産
物

ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
を
推
進
す

る
。
認
定
農
業
者
の
方
々
に
、

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
の
進

む
地
域
の
担
い
手
と
し
て
、

支
援
を
し
て
い
く
。

　

制
度
の
廃
止
は
生
産

意
欲
の
低
下
に
も
結
び
つ

く
も
の
と
考
え
る
が
。

　
制
度
や
情
報
を
活
用
し
、

米
の
生
産
調
整
が
農
業
者
の

メ
リ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
よ
う

努
め
る
。

　

市
と
し
て
、
交
付
金

を
支
払
う
考
え
は
な
い
か
。

こ
れ
こ
そ
生
産
調
整
が
農

業
者
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
。

　
米
価
の
変
動
に
対
す
る

永
続
的
な
対
策
に
は
な
り
得

な
い
。
ま
ず
は
、
米
の
流
通

や
販
路
拡
大
に
つ
い
て
研
究

を
進
め
、
国
の
施
策
な
ど
を

活
用
し
な
が
ら
、
農
業
者
の

メ
リ
ッ
ト
を
引
き
出
し
た
い
。

　

圃
場
整
備
事
業
の
状

況
は
。

　
現
在
、
経
営
体
育
成
基

盤
整
備
事
業
加
茂
川
中
部
地

区
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成

33
年
度
に
工
事
の
完
了
を
見

込
む
。
計
画
中
の
事
業
と
し

て
、
北
小
町
地
区
の
圃
場
整

備
事
業
が
あ
り
、
平
成
32
年

度
の
事
業
採
択
を
目
指
し
て

い
る
。
他
に
も
押
切
、
坂
東
、

太
尾
、
竹
平
地
区
に
お
い
て
、

圃
場
整
備
推
進
委
員
を
中
心

に
事
業
実
施
に
向
け
た
準
備

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

加
茂
川
中
部
地
区
は

当
初
の
計
画
よ
り
遅
れ
て

い
る
が
、
農
業
者
の
高
齢
化

や
農
機
具
の
更
新
等
に
も

影
響
を
及
ぼ
す
の
で
、
工
事

の
完
了
が
遅
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
願
い
た
い
。

　
地
元
改
良
区
や
県
と
も

連
携
を
密
に
し
な
が
ら
事
業

推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

イ
ノ
シ
シ
棲
み
家
撲

滅
特
別
対
策
事
業
に
つ
い

て
地
域
か
ら
の
要
望
結
果

は
。

　
42
地
区
、
約
54
・
８
ha

と
な
っ
て
い
る
。
補
助
金
額

は
、
説
明
会
に
お
い
て
示
し

た
単
価
を
大
幅
に
下
回
っ
て

い
る
の
で
、
県
に
対
し
追
加

要
望
を
し
て
い
く
。

　

農
業
の
み
な
ら
ず
、

漁
業
、
観
光
面
か
ら
も
ト
ン

ビ
の
被
害
が
出
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
ず
は
餌
を
与
え
な
い

こ
と
や
、
食
べ
物
を
持
っ
て

い
る
場
合
、
手
を
上
に
上
げ

な
い
こ
と
な
ど
注
意
喚
起
が

重
要
で
あ
る
。

　

今
後
、
関
係
団
体
等
と
も

有
効
な
対
策
に
つ
い
て
検

討
・
協
議
し
て
い
き
た
い
。

圃
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

農
業
の
現
状
、
取
組

状
況
に
つ
い
て

経
営
所
得
安
定
対
策

に
係
る
米
の
直
接
支

払
交
付
金
に
つ
い
て

工事が進む大里地区
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市
立
国
保
病
院
の
進
捗
状
況
や
経
営
改
革
は

　

平
成
32
年
の
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
る

明政会
川㟢 浩之 議員

　

国
保
病
院
の
建
て
替

え
の
進
捗
状
況
お
よ
び
財

源
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

　
本
年
２
月
に
基
本
設
計

を
完
了
し
、
現
在
は
、
実
施

設
計
に
着
手
し
て
い
る
。
新

病
院
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
１

点
目
は
、
津
波
等
災
害
発
生

時
に
お
け
る
医
療
や
長
期
避

難
を
支
え
る
拠
点
と
し
て
整

備
す
る
。
２
点
目
は
、
国
保

病
院
を
公
的
医
療
の
拠
点
と

し
て
整
備
す
る
。
３
点
目
は
、

地
方
創
生
推
進
の
地
域
の
拠

点
と
し
て
整
備
す
る
。
新
病

院
は
、
現
在
の
国
保
病
院
の

南
側
に
新
た
に
建
設
す
る
。

　

国
保
病
院
建
て
替
え
に
係

る
事
業
費
お
よ
び
財
源
は
、

現
段
階
で
は
、
病
院
本
体
の

整
備
に
約
20
億
円
を
要
す
る

ほ
か
、
医
療
機
器
、
医
療
情

報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
外
構

工
事
等
に
５
億
１
０
０
万
円
、

合
計
25
億
１
０
０
万
円
を
事

業
費
と
し
て
見
込
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
ら
事
業
費
に
係
る
財

源
は
、
国
県
補
助
金
３
億
３

０
０
０
万
円
を
初
め
、
交
付

税
措
置
の
あ
る
病
院
事
業
債

15
億
１
５
９
０
万
円
、
合
併

特
例
債
５
億
５
３
０
万
円
、

一
般
会
計
か
ら
は
１
億
４
９

８
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

国
保
病
院
の
経
営
改
革
に

つ
い
て
は
、
千
葉
大
学
医
学

部
附
属
病
院
地
域
医
療
連
携

部
長
の
竹
内
公
一
先
生
を
、

本
市
の
保
健
医
療
参
与
と
し

て
委
嘱
す
る
と
と
も
に
、
国

保
病
院
に
経
営
統
括
支
援
員

を
配
置
し
、
病
院
改
革
に
取

り
組
み
始
め
た
。
回
復
期
の

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
の
稼
働

に
向
け
て
、
本
年
度
、
国
保

病
院
に
理
学
療
法
士
や
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配

置
し
、
病
床
利
用
率
の
向
上

を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
７
月

か
ら
東
日
本
税
理
士
法
人
に

委
託
し
、
財
務
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
作
成
や
経
営
安
定

化
に
向
け
た
事
務
事
業
の
見

直
し
、
地
方
独
立
行
政
法
人

化
の
メ
リ
ッ
ト
分
析
等
を
開

始
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
カ
ル
テ
に
係
る
労

務
の
軽
減
や
、
診
療
報
酬
上

の
エ
ラ
ー
の
未
然
防
止
を
図

る
た
め
、
電
子
カ
ル
テ
導
入

と
、
医
療
情
報
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
の
検
討
を
初
め
、

積
極
的
に
教
育
研
究
に
携
わ

る
医
師
等
が
、
国
保
病
院
に

お
け
る
診
療
を
通
じ
、
医
療

技
術
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
環

境
を
提
供
す
る
、
い
わ
ゆ
る

寄
附
講
座
を
活
用
し
た
医
師

等
の
人
材
の
確
保
・
育
成
の

検
討
を
、
本
年
度
後
半
か
ら

開
始
す
る
。

　

経
営
形
態
の
見
直
し

は
。

　

地
方
独
立
行
政
法
人

と
な
る
と
市
と
は
別
の
法
人

格
を
有
す
る
経
営
主
体
と
な

る
が
、
予
算
や
財
務
、
契
約
、

人
事
等
の
面
で
よ
り
自
立
的
、

弾
力
的
な
経
営
が
可
能
と
な

る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
地
方
独
立

行
政
法
人
は
、
市
が
設
立
団

体
と
し
て
定
款
を
定
め
、
設

立
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
公

立
病
院
同
様
に
、
公
共
性
を

確
保
し
つ
つ
、
民
間
的
経
営

手
法
を
導
入
し
、
民
間
病
院

並
み
の
質
的
向
上
と
経
営
の

効
率
化
が
図
れ
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
加
え
て
公

立
病
院
と
同
じ
よ
う
に
病
院

事
業
に
係
る
交
付
税
措
置
の

対
象
に
も
な
る
。

　
地
域
と
の
関
わ
り
は
。

　

長
狭
地
区
区
長
会
を

推
薦
母
体
と
す
る
長
狭
地
区

健
康
推
進
協
議
会
と
一
体
と

な
っ
て
健
康
セ
ミ
ナ
ー
や
健

康
づ
く
り
講
演
会
、
さ
ら
に

は
各
地
区
行
事
に
は
国
保
病

院
の
医
師
等
が
率
先
し
て
健

康
に
関
す
る
啓
発
活
動
に
協

力
を
し
て
い
く
。

国保病院

国保病院の屋内
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計
画
策
定
後
、
２
年

次
目
を
迎
え
る
各
種
事
業

の
進
捗
状
況
は
。

　

 

事
業
の
実
施
主
体
の

強
化
を
図
る
た
め
、
株
式
会

社
化
し
た
鴨
川
市
観
光
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
立
し
、

健
康
づ
く
り
活
動
や
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
等
を
中
心
と
し
た

多
様
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

機
会
を
試
行
的
に
提
供
す
る

と
と
も
に
、
民
間
事
業
者
の

参
入
と
そ
の
資
金
を
活
用
す

る
施
設
整
備
な
ど
を
検
討
し

て
い
る
。

　

㈱
鴨
川
市
観
光
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
役
割

と
は
何
か
。

　
　

地
域
と
旅
行
者
を
つ
な

　
「
前
原
横
渚
海
岸
周
辺
の
魅
力
づ
く
り
に
関
す
る
計
画
」の
進
捗
は

　

計
画
が
「
絵
に
描
い
た
餅
」
と
な
ら
ぬ
よ
う
事
業
推
進
を
図
る

ぐ
観
光
の
総
合
窓
口
機
能
の

ほ
か
、
官
民
一
体
の
取
り
組

み
と
魅
力
づ
く
り
に
向
け
た

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
な
ど
、
こ
れ
ら
業
務
の
受

託
者
と
し
て
、
精
力
的
な
事

業
実
施
を
担
っ
て
い
る
。

　

資
本
金
の
約
90
％
を

本
市
が
出
資
す
る
法
人
と

い
え
ど
も
、
自
ら
の
収
支

が
均
衡
す
る
よ
う
、
積
極

的
な
収
益
事
業
も
展
開
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

　
株
式
会
社
本
来
の
姿
と

し
て
、
自
ら
の
組
織
の
運
営

や
営
業
に
係
る
費
用
な
ど
を

賄
っ
て
い
く
、
い
わ
ゆ
る
自

走
可
能
な
収
益
構
造
を
確
保

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
の

公
益
的
な
役
割
も
担
い
な
が

ら
、
旅
行
業
登
録
の
強
み
を

活
か
し
た
旅
行
商
品
の
開

発
・
販
売
や
宿
泊
予
約
サ
イ

ト
の
運
営
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
確
立
に
も
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

こ
の
計
画
の
核
と
な

る
市
民
会
館
周
辺
地
域
や

フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
後
背

地
の
再
生
、
そ
の
一
環
と
し

て
の
エ
リ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
・
セ
ン
タ
ー
、
魅
力
体
験

広
場
や
駐
車
場
な
ど
の
整

備
、
空
き
家
や
空
き
店
舗
対

策
と
し
て
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

シ
ョ
ッ
プ
の
開
設
や
賑
わ

い
交
流
拠
点
の
整
備
、
こ
れ

ら
の
波
及
効
果
な
ど
、
海
岸

周
辺
地
域
は
も
と
よ
り
、
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
今

後
の
着
実
か
つ
実
効
性
の

高
い
事
業
推
進
の
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
そ
の

所
見
は
。

　
本
計
画
に
は
、
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
を
併
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
限
ら
れ
た
期
間
の
中

で
、
着
実
に
実
施
し
て
い
く
た

め
、
幾
つ
か
の
留
意
す
べ
き
点

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
１
点
目
は
、
数
あ
る

計
画
事
業
の
中
で
、
実
施
順

位
、
費
用
対
効
果
な
ど
の
検

証
に
基
づ
く
優
先
順
位
を
明

確
化
す
る
こ
と
。

　
２
点
目
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
遂
行
に
つ
い
て
、
役
割

分
担
を
明
確
化
す
る
こ
と
。

　
３
点
目
に
、
法
的
規
制
を

初
め
、
事
業
実
施
の
障
害
と

な
る
事
項
を
整
理
し
、
優
先

的
に
問
題
解
決
を
図
る
仕
組

み
を
整
え
る
な
ど
、
実
現
の

可
能
性
を
確
保
す
る
こ
と
。

　
そ
し
て
、
４
点
目
と
し
て
、

小
さ
な
成
功
事
例
を
積
み
重

ね
な
が
ら
、
関
係
者
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
計
画
事
業
の
推
進
に
当
た
っ

て
は
、
行
政
、
民
間
は
も
と

よ
り
、
特
に
、
地
元
の
方
々

の
参
画
や
協
力
は
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
も
考
え
て
お
り
、

こ
れ
ら
に
配

意
し
な
が
ら
、

本
計
画
が「
絵

に
描
い
た
餅
」

と
な
ら
ぬ
よ

う
、
し
っ
か
り

と
事
業
推
進

を
図
っ
て
行
き

た
い
と
考
え

て
い
る
。

杉田　至 議員

前
原
横
渚
海
岸
周
辺

の
魅
力
づ
く
り
に
関

す
る
計
画
事
業
の
進

捗
状
況
等
に
つ
い
て

市民会館周辺地域

フィッシャリーナ後背地
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国
道
１
２
８
号
な
ど
幹
線
道
路
の
渋
滞
緩
和
に
向
け
た
具
体
策
は

　

コ
ナ
カ
前
・
貝
渚
橋
・
Ｊ
Ａ
西
条
給
油
所
脇
を
結
ぶ
市
道
を
整
備

本𠮷正和 議員

　

国
道
１
２
８
号
な
ど

市
内
の
主
要
幹
線
道
路
で

は
、
慢
性
的
な
交
通
渋
滞

が
発
生
し
て
い
る
が
、
こ

の
渋
滞
緩
和
に
向
け
た
具

体
的
施
策
は
。

　

こ
の
渋
滞
を
緩
和

さ
せ
る
た
め
に
は
、
国
道

１
２
８
号
に
お
け
る
交
通
を

分
散
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

現
在
、
コ
ナ
カ
の
交
差
点
か

ら
加
茂
川
を
貝
渚
橋
で
横
断

し
、
長
狭
街
道
を
交
差
し
て
、

千
葉
鴨
川
線
Ｊ
Ａ
西
条
給
油

所
脇
に
接
続
す
る
市
道
と
、

千
葉
鴨
川
線
か
ら
天
津
小
湊

田
原
線
の
粟
斗
入
口
に
接
続

す
る
市
道
の
整
備
を
行
っ
て

い
る
。

　

将
来
的
に
は
、
こ
の
市
道

が
北
部
道
路
に
つ
な
が
り
、

市
街
地
部
を
通
過
す
る
こ
と

な
く
、
国
道
１
２
８
号
か
ら

環
状
で
つ
な
が
る
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
渋

滞
解
消
や
目
的
地
へ
の
時
間

短
縮
が
見
込
ま
れ
る
。

　

高
規
格
道
路
の
空
白

地
帯
と
言
わ
れ
る
鴨
川
地

域
に
地
域
高
規
格
道
路
が

計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
現

在
の
進
捗
状
況
は
。
ま
た
、

早
期
実
現
へ
の
施
策
は
。

　

圏
央
道
や
館
山
道
と

い
っ
た
高
規
格
幹
線
道
路
を

補
完
す
る
地
域
高
規
格
道
路

と
し
て
外
房
地
域
で
は
、「
館

山
・
鴨
川
道
路
」
約
30
㎞

と
「
鴨
川
・
大
原
道
路
」
約

40
㎞
、
そ
し
て
「
茂
原
・
一

宮
・
大
原
道
路
」
約
30
㎞
の

３
路
線
が
指
定
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
平
成
29
年
９
月

６
日
に
は
市
民
有
志
等
に
よ

る
「
館
山
鴨
川
間
地
域
高
規

格
道
路
推
進
協
議
会
」
が
発

足
し
、
そ
の
後
押
し
に
よ
り
、

平
成
29
年
10
月
30
日
に
地
域

高
規
格
道
路
「
館
山
・
鴨
川

道
路
」
の
早
期
事
業
化
を
目

指
し
、
安
房
３
市
１
町
の
首

長
お
よ
び
議
会
議
長
を
会
員

と
す
る
期
成
同
盟
会
が
設
立

し
、
12
月
に
は
国
土
交
通
省

や
財
務
省
、
関
係
国
会
議
員

へ
の
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

　

こ
の
４・
５
年
漁
獲

量
、
漁
獲
額
が
と
も
に
低

迷
し
、
漁
獲
量
は
最
盛
期

の
３
分
の
１
ほ
ど
に
落
ち

込
ん
で
い
る
が
。

　

日
本
全
国
の
漁
業
・

養
殖
業
の
生
産
量
は
昭
和

59
年
の
１
２
８
２
万
ｔ
を

ピ
ー
ク
に
平
成
28
年
に
は

４
３
６
万
ｔ
と
、
ピ
ー
ク
時

の
３
分
の
１
ま
で
に
減
少
し

て
い
る
が
、
漁
業
は
農
業
と

も
並
ぶ
基
幹
産
業
で
あ
る
の

で
、
漁
協
な
ど
の
関
係
機
関

と
の
連
携
を
進
め
、
漁
業
の

発
展
に
努
め
て
い
く
。

　

漁
獲
量
や
漁
獲
額
を

増
や
す
た
め
の
市
の
施
策

は
。

　

本
市
の
漁
業
者
へ
の

支
援
は
、
水
産
資
源
種
苗
放

流
事
業
、
漁
業
者
が
融
資
を

受
け
る
際
の
漁
業
近
代
化
資

金
利
子
補
給
事
業
な
ど
が
あ

る
。
ま
た
、
市
営
漁
港
の
維

持
、
補
修
、
施
設
整
備
事
業

や
県
営
漁
港
の
維
持
改
良
の

費
用
を
一
部
負
担
し
て
い
る
。

そ
の
他
に
「
外
房
つ
り
き
ん

め
鯛
」
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
水

産
物
へ
の
支
援
も
行
っ
て
い

る
。　

水
産
資
源
種
苗
放
流

事
業
の
内
容
は
。

　

鴨
川
市
漁
協
、
東
安

房
漁
協
天
津
・
小
湊
支
所
が

主
体
と
な
り
ハ
マ
グ
リ
、
ア

ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
な
ど
を
放
流

し
て
い
る
。
東
安
房
地
域
栽

培
漁
業
推
進
協
議
会
は
マ
ダ

イ
、
ヒ
ラ
メ
を
放
流
し
て
い

る
。

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
に
つ
い
て

本
市
の
漁
業
問
題
に
つ

い
て

工事が進む「久留里バイパス」

鴨川漁港の水揚げ
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公明党
福原  三枝子 議員

　
「
嶺
岡
牧
」
日
本
遺
産
登
録
申
請
等
の
今
後
の
展
開
は

　

教
育
委
員
会
と
関
係
部
署
が
密
接
に
連
携
を
図
る

　

県
に
回
答
さ
れ
た
意

見
書
の
内
容
は
。

　
林
地
開
発
許
可
に
お
い

て
は
、
４
項
目
の
基
準
が
あ

る
。
項
目
ご
と
の
意
見
を
８

月
15
日
に
送
付
し
た
。

１
、
調
整
池
は
、
十
分
機
能

す
る
よ
う
に
維
持
管
理
を
徹

底
す
る
こ
と
。

２
、
開
発
区
域
か
ら
の
許
容

放
水
量
を
超
え
る
流
水
や
土

砂
の
流
出
、
工
事
等
に
起
因

す
る
油
脂
等
の
流
失
が
な
い

よ
う
に
指
導
願
い
た
い
。

３
、
農
業
用
水
等
の
使
用
に

影
響
が
な
い
よ
う
計
画
通
り

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
。

４
、
自
然
動
植
物
等
の
生
態

系
保
全
の
観
点
で
、
千
葉
県

自
然
環
境
保
全
条
例
に
基
づ

く
指
導
等
に
従
う
こ
と
。

　

市
民
の
皆
様
の
不
安
や
心

配
の
問
題
点
を
共
有
す
る
た

め
に
、
４
項
目
の
他
に
も
皆

様
か
ら
の
多
く
の
意
見
、
市

か
ら
要
望
し
て
い
る
５
項
目

な
ど
も
８
月
15
日
に
県
に
送

付
し
た
。

　

再
度
の
事
業
者
の
説

明
会
開
催
を
追
加
意
見
と

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

　
事
業
者
と
市
民
の
皆
様

の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
た
め
再
度
の
説

明
会
の
開
催
を
求
め
て
い
く
。

　

平
成
29
年
６
月
議
会

の
答
弁
で
、
家
庭
教
育
支
援

チ
ー
ム
設
置
を
積
極
的
に

検
討
し
て
い
く
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、進
捗
状
況
は
。

　

人
材
確
保
が
難
し
く
、

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
の
核

と
な
る
組
織
形
成
が
課
題
。

　
現
在
、
支
援
が
求
め
ら

れ
て
い
る
背
景
は
、
文
科
省

の
調
査
・
研
究
（
不
登
校
や

ひ
き
こ
も
り
等
）
結
果
が
深

刻
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
は
厳

し
い
現
状
で
あ
る
が
、
今
後

の
展
開
は
。

　
市
長
部
局
の
事
業
と
家

庭
教
育
支
援
の
取
り
組
み
を

一
体
化
さ
せ
、
情
報
を
共
有

す
る
な
ど
充
実
を
図
る
中
で
、

人
材
の
確
保
、
家
庭
教
育
支

援
チ
ー
ム
の
構
築
を
検
討
し

て
い
く
。

　
日
本
遺
産
登
録
申
請
に

係
る
国
指
定
で
は
、
調
査
の

準
備
を
開
始
さ
れ
た
が
、
そ

の
内
容
と
、
今
後
の
展
開
は
。

　

嶺
岡
牧
の
文
化
財
と
し

て
の
価
値
を
明
確
に
す
る
目
的

で
嶺
岡
東
牧
馬
捕
場
跡
の
測

量
調
査
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

開
始
は
来
年
度
で
、
調
査
結

果
は
平
成
32
年
度
の
見
込
み
。

　

日
本
遺
産
登
録
申
請
は
、

本
市
は
条
件
が
揃
わ
ず
単
独

で
は
不
可
能
。
今
回
、
酒
々

井
町
か
ら
、
房
総
の
牧
の
関

係
自
治
体
間
で
の
日
本
遺
産

登
録
申
請
を
打
診
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
計
画
内
容
を
吟
味

し
、
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

　
「
嶺
岡
牧
」
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
等
の
開
催
内
容
は
。

　

開
催
時
期
は
、
来
年

の
２
月
頃
、
普
段
は
目
に
す

る
こ
と
が
出
来
な
い
貴
重
な

実
物
資
料
を
展
示
。
併
せ
て
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
で
は
Ａ

４
判
の
三
つ
折
り
ま
た
は
、

Ａ
３
判
二
つ
折
を
検
討
す
る
。

　
文
化
財
保
護
法
の
改
正

で
は
、
文
化
財
行
政
を
市
長

部
局
が
担
当
出
来
る
と
な
っ

た
。
本
市
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
視
野
に
入
れ
た
亀
田

市
長
の
文
化
財
行
政
へ
の
意

気
込
み
を
伺
う
。

　
今
回
の
改
正
を
踏
ま
え
、

日
蓮
聖
人
、
嶺
岡
牧
、
大
山

千
枚
田
ほ
か
、
多
く
の
文
化

財
を
活
用
し
て
、
観
光
振
興
、

地
域
活
性
化
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
教
育
委
員

会
と
関
係
部
署
が
密
接
に
連

携
を
図
り
、
強
い
鴨
川
づ
く

り
、
本
市
な
ら
で
は
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
く
。

新
し
い
家
庭
教
育
支

援
に
つ
い
て

「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設

計
画
（
面
積
２
５
０

ha
）」
へ
の
鴨
川
市
の

意
見
書
に
つ
い
て

「
嶺
岡
牧
」
日
本
遺
産

登
録
申
請
等
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
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避
難
所
開
設
時
に
お
け
る
情
報
入
手
の
方
法
は

　

避
難
所
へ
の
テ
レ
ビ
の
設
置
を
検
討
す
る

誠和会
佐久間 章 議員

　
避
難
行
動
要
支
援
者
や

土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
の
住

民
に
対
す
る
通
報
連
絡
体
制

等
は
。

　

避
難
行
動
要
支
援
者

の
方
々
は
、
安
全
に
避
難
が

で
き
る
よ
う
、
日
中
の
明
る

い
段
階
で
、
避
難
準
備
・
高

齢
者
等
避
難
開
始
を
発
令
し
、

そ
の
時
点
で
地
域
内
の
要
支

援
者
全
世
帯
に
電
話
連
絡

で
避
難
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

特
に
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内

の
住
民
に
対
し
て
は
、
屋
内

で
確
実
に
防
災
情
報
が
伝
達

で
き
る
よ
う
、
全
世
帯
に
無

償
で
防
災
ラ
ジ
オ
を
配
布
し

て
い
る
。

　

独
自
の
移
動
が
困
難
な
要

支
援
者
に
対
す
る
支
援
措
置

に
つ
い
て
は
、
身
内
の
支
援

も
福
祉
関
係
者
の
支
援
も
得

ら
れ
な
い
場
合
、
市
の
災
害

対
策
本
部
の
福
祉
班
に
お
い

て
、
安
全
な
避
難
支
援
対
策

を
講
じ
て
い
る
。　

　
避
難
所
で
の
防
災
情
報

の
入
手
方
法
と
テ
レ
ビ
の
設

置
状
況
は
。

　

現
在
は
、
防
災
ラ
ジ

オ
を
部
屋
に
設
置
し
、
ラ
ジ

オ
放
送
お
よ
び
防
災
行
政
無

線
の
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

テ
レ
ビ
の
設
置
状
況
は
、
指

定
避
難
所
12
施
設
の
う
ち
、

主
基
・
東
条
公
民
館
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
小
湊
の
３

施
設
で
、
今
後
、
残
り
の
９

施
設
に
つ
い
て
は
前
向
き
に

検
討
す
る
。

　
ペ
ッ
ト
は
家
族
の
一
員

と
な
っ
て
い
る
が
、
ペ
ッ
ト

連
れ
の
避
難
所
設
置
の
考
え

は
。

　

避
難
所
は
、
動
物
が
苦

手
な
方
や
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る

方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
と

の
共
同
生
活
と
な
る
の
で
、
原

則
と
し
て
ペッ
ト
と
の
同
居
は

で
き
な
い
。

　

た
だ
し
、
津
波
等
に
よ
る

大
規
模
災
害
で
体
育
館
等
を

長
期
避
難
所
と
し
て
開
設
す

る
場
合
に
は
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
避

難
状
況
を
把
握
し
、
飼
育
エ

リ
ア
を
設
け
る
等
の
対
応
を

し
て
い
く
。

要
望
事
項　

ペ
ッ
ト
を
連
れ

て
の
避
難
が
出
来
る
よ
う
1

カ
所
程
度
、
ペ
ッ
ト
同
伴
の

避
難
所
開
設
を
要
望
す
る
。

　

昭
和
62
年
に
発
生
し

た
、
千
葉
県
東
方
沖
地
震
で

ブ
ロ
ッ
ク
の
下
敷
き
に
よ
る

事
故
が
発
生
し
、
県
が
一
斉

点
検
を
実
施
し
、
現
在
市
内

に
７
箇
所
未
改
修
箇
所
が
あ

る
が
、
対
応
は
。

　

昭
和
63
年
度
と
平
成
２

年
度
に
点
検
調
査
が
行
わ
れ
、

旧
鴨
川
市
で
66
カ
所
を
調
査

し
、
内
13
カ
所
が
改
善
指
導

の
対
象
で
、
そ
の
後
６
カ
所

が
改
善
さ
れ
、
７
カ
所
が
追

跡
調
査
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

県
が
実
施
す
る
調
査
・
指
導

に
対
し
て
協
力
を
し
、
通
学

路
に
お
け
る
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の
解
消
に
努
め
る
と
と

も
に
、
国
、
県
の
動
向
に
注

視
し
取
り
組
ん
で
い
く
。
な

お
、
天
津
小
湊
地
区
に
改
修

箇
所
は
な
い
。

　
Ｊ
Ｒ
駅
付
近
に
お
け
る

駐
輪
場
の
設
置
状
況
と
放
置

自
転
車
の
対
策
な
ら
び
に
屋

根
つ
き
の
駐
輪
場
へ
の
整
備

改
善
は
出
来
な
い
か
。

　
Ｊ
Ｒ
安
房
鴨
川
・
安
房

天
津
・
安
房
小
湊
駅
に
合
計

３
４
１
台
分
設
置
し
て
い
る
。

　

放
置
自
転
車
対
策
は
年
１

回
、
鴨
川
警
察
署
の
協
力
を

得
て
実
施
し
て
い
る
。

　

屋
根
付
駐
輪
場
は
、
国
の

指
針
で
は
、
必
要
に
応
じ
て

設
置
す
る
も
の
と
さ
れ
て
お

り
、
検
討
し
て
い
く
。

要
望
事
項　

５
か
年
計
画
に

屋
根
付
駐
輪
場
を
盛
り
込
ん

で
頂
き
た
い
。

台
風
等
の
風
水
害
時

の
対
応
に
つ
い
て

通
学
路
の
安
全
確
保

に
つ
い
て

駐
輪
場
の
設
置
管
理

状
況
は
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海
水
浴
場
駐
車
場
の
有
料
化
に
よ
る
運
営
負
担
の
考
え
は

　

市
営
駐
車
場
全
体
の
有
料
化
と
あ
わ
せ
て
検
討
を
進
め
る

　

海
水
浴
場
の
運
営
に

つ
い
て
現
在
の
状
況
は
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
、

週
末
や
お
盆
の
時
期
を
中
心

に
４
人
の
駐
車
場
誘
導
員
を

配
置
し
、
駐
車
場
へ
の
誘
導

や
路
上
駐
車
対
策
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。
一
部
、
早
朝

か
ら
の
路
上
駐
車
な
ど
も
見

受
け
ら
れ
た
が
、
全
体
と
し

て
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
な

か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

有
料
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

場
の
利
用
状
況
と
、
他
の

海
水
浴
場
へ
の
導
入
の
考

え
は
。

　

平
成
28
年
度
１
４
６

組
、
平
成
29
年
度
２
０
３
組
、

本
年
度
１
８
３
組
と
な
り
、

本
年
度
は
台
風
に
よ
る
荒
天

等
が
あ
っ
た
が
、
順
調
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。

　

他
の
海
水
浴
場
へ
の
展
開

に
つ
い
て
は
、
海
水
浴
場
に

隣
接
す
る
砂
浜
の
部
分
等
へ

設
置
し
た
場
合
、
環
境
や
備

品
の
整
備
、
排
出
さ
れ
る
ご

み
の
回
収
な
ど
、
人
員
の
配

置
や
相
応
の
投
資
も
考
え
る

と
、
民
間
団
体
や
企
業
等
が

管
理
を
し
な
が
ら
展
開
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
ニ
ー
ズ
や
現

状
等
を
注
視
し
な
が
ら
検
討

を
進
め
る
。

　

法
改
正
に
よ
り
、
文

化
財
保
護
の
事
務
を
教
育

委
員
会
の
所
管
か
ら
条
例

に
よ
り
市
長
が
担
当
で
き

る
よ
う
に
な
る
が
、
文
化

財
の
活
用
に
つ
い
て
、
市

長
部
局
へ
と
移
す
考
え
は

あ
る
の
か
。

　

当
面
は
現
行
ど
お
り
、

文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
事

務
は
教
育
委
員
会
が
所
管
す

る
の
が
適
切
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
今
般
の
法
改
正
は
、

こ
れ
ま
で
は
保
存
に
重
点
を

置
い
て
い
た
文
化
財
保
護
の

考
え
方
を
改
め
、
地
域
社
会

の
中
で
文
化
財
の
積
極
的
な

有
効
活
用
を
図
る
こ
と
が
趣

旨
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
た
も

の
で
あ
る
。
法
改
正
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
教
育
委
員
会
と

観
光
や
地
域
づ
く
り
の
関
係

部
署
が
連
携
・
協
力
を
強
化

し
、
積
極
的
に
文
化
財
の
保

護
と
活
用
に
努
め
て
い
く
。

　

文
化
財
保
存
活
用
地

域
計
画
の
策
定
予
定
は
。

　

市
内
の
指
定
・
未
指

定
の
文
化
財
を
総
合
的
に
保

存
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的

に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
（
仮
称
）
鴨
川
市
文
化

財
保
護
活
用
計
画
策
定
の
た

め
の
準
備
作
業
が
５
か
年
計

画
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
現
時
点
で
は
、
国
の

指
針
お
よ
び
県
の
大
綱
が
定

ま
っ
て
い
な
い
こ
と
、
地
域

活
性
化
や
観
光
振
興
に
お
け

る
計
画
策
定
の
必
要
性
や
そ

の
効
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
策

定
す
る
か
否
か
を
検
討
し
た

い
。

安
心
・
安
全
、
き
れ
い

な
海
水
浴
場
の
運
営

鴨
川
市
の
文
化
財
活

用
方
針

　

開
発
指
導
要
綱
の
協

議
状
況
は
。

　

事
業
者
か
ら
提
出
さ

れ
た
申
請
書
の
内
容
審
査
と

関
係
各
課
の
意
見
等
の
集
約

を
行
い
、
指
摘
事
項
を
ま
と

め
た
上
、
８
月
29
日
に
事
業

者
に
送
付
し
、
現
在
回
答
を

求
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　

事
業
計
画
地
内
に
文

化
遺
産
が
存
在
す
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
保
存
活
用

を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い

く
の
か
。

　

工
事
中
に
遺
構
遺
物

が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
直

ち
に
工
事
を
中
止
し
、
教
育

委
員
会
と
協
議
す
る
条
件
を

付
し
て
お
り
、
文
化
遺
産
保

存
の
一
つ
の
対
応
策
と
な
る
。

佐藤 和幸 議員

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
大
規

模
開
発
計
画
の
進
捗

状
況
は

夏期シーズン海水浴場の駐車場として無料
開放されている天津ポートパーク
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？！？！？！？！？！？！市政を問う

　
観
光
施
策
進
捗
状
況
の
検
証
と
分
析
を
伺
う

　

こ
こ
数
年
は
漸
減
傾
向
に
あ
り
、
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
い
る

の
老
朽
化
が
激
し
く
、
継
続

し
て
い
く
の
が
困
難
だ
と

感
じ
る
が
、
現
在
の
状
況
と

将
来
的
な
同
セ
ン
タ
ー
の

あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　

本
市
の
観
光
振
興
に

寄
与
し
て
い
る
施
設
で
あ
り
、

地
元
の
皆
様
方
か
ら
も
、
強

い
存
続
要
望
が
あ
る
。
契
約

解
除
後
の
本
施
設
の
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
を

行
い
、
で
き
る
限
り
早
く
結

論
を
出
す
。

　

ア
ナ
ト
リ
ア
鴨
川
リ

ゾ
ー
ト
開
発
計
画
に
際
し
て

事
業
者
と
市
、
市
と
計
画
区

域
内
の
地
元
区
で
協
定
や
約

束
が
取
り
交
わ
さ
れ
、
市
は

市
道
廃
止
に
関
係
す
る
４
地

区
の
区
長
と
、
開
発
が
中
止

に
な
っ
た
と
き
に
公
道
と
し

て
の
機
能
管
理
を
行
う
こ

と
を
公
式
に
約
束
し
て
い
る
。

今
後
、
地
元
区
お
よ
び
地
権

者
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に

説
明
、
対
応
す
る
の
か
伺
う
。

　

関
係
地
権
者
や
地
元
に

対
し
て
、
事
業
の
中
止
と
会

社
の
清
算
に
つ
い
て
報
告
を
す

る
と
と
も
に
、
開
発
区
域
内

の
道
路
の
機
能
の
復
元
お
よ
び

そ
の
後
の
維
持
管
理
に
関
し
て
、

意
見
、
要
望
を
伺
う
。

　

事
業
者
が
取
得
し
て

い
る
土
地
の
、
今
後
の
計
画

に
つ
い
て
伺
う
。

　

会
社
の
清
算
手
続
上
、

土
地
は
処
分
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
と
思
う
が
、
事
業
者
に

対
し
て
、
や
み
く
も
に
転
売

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

協
議
、
申
し
入
れ
を
し
て
い

く
。　

開
発
計
画
区
域
内
の

道
路
機
能
の
復
元
に
つ
い

て
伺
う
。

　
廃
止
し
た
市
道
の
再
認

定
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
状

況
で
は
基
準
に
適
合
し
な
い

た
め
難
し
い
。
そ
こ
で
、
赤

道
と
し
て
機
能
を
復
元
し
、

維
持
管
理
を
し
て
い
く
こ
と

が
相
応
と
思
う
が
、
ま
ず
は

地
元
の
方
々
の
ご
意
見
、
ご

要
望
を
伺
い
、
協
議
し
て
い

き
た
い
。

　

本
年
７
月
西
日
本
豪

雨
で
再
び
た
め
池
の
決
壊
が

相
次
ぎ
、
国
は
各
都
道
府
県

に
対
し
、
緊
急
点
検
を
実
施

す
る
よ
う
に
指
示
を
出
し
た
。

当
市
に
は
対
象
と
な
る
た
め

池
が
あ
っ
た
の
か
、
あ
っ
た

場
合
の
調
査
結
果
は
。
ま
た
、

結
果
を
踏
ま
え
て
、
市
と
し

て
の
対
応
に
つ
い
て
も
伺
う
。

　
市
内
３
カ
所
の
た
め
池

で
、
堤
体
上
部
に
発
生
し
た

ク
ラ
ッ
ク
や
陥
没
、
堤
体
法

面
に
ボ
ラ
穴
等
を
確
認
し
た

が
、
周
囲
の
人
家
や
施
設
等

に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
緊
急
点

検
で
確
認
さ
れ
た
変
状
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
再
度
現
地

調
査
を
行
い
、
施
設
管
理
者

と
協
議
の
上
、
補
修
方
法
に

つ
い
て
検
討
す
る
予
定
で
あ

る
。

ア
ナ
ト
リ
ア
開
発
事

業
に
つ
い
て

た
め
池
の
緊
急
点
検

に
つ
い
て

　
新
た
な
観
光
施
設(
道

の
駅)

の
要
望
が
近
年
、
高

ま
っ
て
い
る
。
産
業
振
興
、

雇
用
の
確
保
、
企
業
誘
致
に

も
つ
な
が
る
観
光
施
設
の

整
備
が
、
総
合
計
画
等
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
必

須
だ
と
思
う
が
、
市
長
の
考

え
を
伺
う
。

　

本
市
の
地
域
振
興
や

観
光
誘
客
に
向
け
、
そ
の
有

効
性
、
必
要
性
等
に
つ
い
て
、

そ
し
て
、
事
業
主
体
の
あ
り

方
、
立
地
場
所
等
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
検
討
を
進
め

る
。　

市
有
観
光
施
設
、
太

海
フ
ラ
ワ
ー
磯
釣
セ
ン

タ
ー
は
事
業
者
の
経
営
悪

化
に
よ
り
、
事
業
の
継
続
が

困
難
に
な
り
、
契
約
の
解
除

の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
施
設

観
光
施
策
に
つ
い
て

誠和会
川股 盛二 議員

アナトリア地域にある旧市道の一部
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【市長提出議案】

議案番号 件　     　　　　名 付託先 
委員会

委員会の 
審査結果

本会議の 
議決結果

議案第 51 号 専決処分の承認を求めることについて（平成 30 年度鴨川市一般会計補正予算（第３号）） 付託省略 承認（全会一致）

議案第 52 号 鴨川市立認定こども園設置条例の一部を改正する条例の制定について 文教厚生 可　決 可決（全会一致）

議案第 53 号 物品購入契約の締結について（消防ポンプ自動車購入） 総　務 可　決 可決（全会一致）

議案第 54 号 平成 30 年度鴨川市一般会計補正予算（第４号） 予　算 可　決 可決（賛成多数）

議案第 55 号 平成 30 年度鴨川市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 総　務 可　決 可決（全会一致）

議案第 56 号 平成 30 年度鴨川市介護保険特別会計補正予算（第１号） 文教厚生 可　決 可決（全会一致）

議案第 57 号 平成 30 年度鴨川市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 総　務 可　決 可決（全会一致）

議案第 58 号 平成 30 年度鴨川市病院事業会計補正予算（第２号） 文教厚生 可　決 可決（賛成多数）

議案第 59 号 平成 29 年度鴨川市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 建設経済 可決及び
認定

可決及び認定
（賛成多数）

認定第１号 平成 29 年度鴨川市一般会計歳入歳出決算の認定について 決　算 認　定 認定（賛成多数）

認定第２号 平成 29 年度鴨川市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 総　務 認　定 認定（全会一致）

認定第３号 平成 29 年度鴨川市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 文教厚生 認　定 認定（全会一致）

認定第４号 平成 29 年度鴨川市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 総　務 認　定 認定（賛成多数）

認定第５号 平成 29 年度鴨川市病院事業会計決算の認定について 文教厚生 認　定 認定（賛成多数）

【報　　告】

報告番号 件　     　　　　名 付託先 
委員会

委員会の 
審査結果

本会議の
議決結果

報告第 10 号 平成 29 年度鴨川市の健全化判断比率について

報告第 11 号 平成 29 年度鴨川市水道事業会計の資金不足比率について

報告第 12 号 平成 29 年度鴨川市病院事業会計の資金不足比率について

【陳　　情】

陳情番号 件　     　　　　名 付託先 
委員会

委員会の 
審査結果

本会議の
議決結果

陳情第１号 メガソーラー建設計画に反対する陳情書 建設経済 趣旨採択 趣旨採択
（賛成多数）

陳情第５号 玄関まで来てくれる乗合タクシー実現に関する陳情書 総　務 不採択 不採択
（賛成なし）

陳情第６号 国保税の１世帯２万円引き下げに関する陳情書 総　務 不採択 不採択
（賛成なし）

定例会議案等議決結果
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※　議長（14番　庄司朋代）は、過半数議決の場合は表決に加わりません。ただし、可否同数の場合は裁決権を行使します。また、特別多数議決の場合は、
議長は議員として表決権を有しています。

賛否の公表 右表の議案等（全会一致のものを除く）について、議員別に賛否を公表します。○・・賛成　×・・反対　欠・・欠席　退・・退席（棄権）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
議
決
年
月
日

結　
　
　
果

賛　
　
　
成

反　
　
　
対

秋
山　
貢
輔

長
谷
川
倫
秀

松
井　
寛
徳

本
𠮷　
正
和

杉
田　
　
至

佐
藤　
和
幸

佐
々
木
久
之

川
股　
盛
二

川
﨑　
浩
之

佐
久
間　
章

福
原
三
枝
子

渡
邉　
　
仁

久
保　
忠
一

庄
司　
朋
代

平
松　
健
治

鈴
木　
美
一

渡
辺　
訓
秀

辰
野　
利
文

議 案 第 54 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － × ○ ○ ○ H30.9.27 原案可決 16 1
議 案 第 58 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － × ○ ○ ○ H30.9.27 原案可決 16 1

議 案 第 59 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － × ○ ○ ○ H30.9.27 原案可決
及び認定 16 1

認 定 第 １ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － × ○ ○ ○ H30.9.27 原案認定 16 1
認 定 第 ４ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － × ○ ○ ○ H30.9.27 原案認定 16 1
認 定 第 ５ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － × ○ ○ ○ H30.9.27 原案認定 16 1
陳 情 第 １ 号 × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × H30.9.27 趣旨採択 12 5

用語解説
★ 1「趣旨採択」とは…………… ○願意をそのまま認めることは困難であるが、趣旨が妥当と認められるも

ののこと

★ 2「認定こども園」とは……… ○幼稚園と保育所が併設している施設。教育と保育を一体的に行うことが
できるもの

★ 3「不納欠損」とは……………
○破産、行方不明、死亡により相続人がいない場合、財産がない場合など
で、徴収が見込めなくなったために税金などの滞納を翌年に繰り越さな
いように処理すること

★ 4「合併算定替え」とは………
○合併市町村に係る普通交付税の算定方法の特例で、合併後の一定期間に
限って、普通交付税の額が合併前の額により減少しないようにするため
の特別な算定方法の通称のこと

★ 5「事業仕分け」とは…………
○仕分け人（外部の識者や行政経験者）が、外部かつ現場の視点により公
開の場でわかりやすく議論を交わし、その議論を市民判定人が聞き、判
定する仕組みのこと

★ 6「市民後見推進事業」とは…
○後見人とは、認知症などの理由で判断能力が十分でない人に代わって、
財産管理の権限を得られた人。弁護士等ではなく一般市民による後見人
を市民後見人と呼び、市民後見人を養成・支援する事業のこと

★ 7「プライマリーケア」とは… ○身近にあって、何でも相談に乗ってくれる総合的な医療のこと

平成30年度鴨川市議会議員研修会を開催

平成 30 年８月 20 日に鴨川市議会議員研修会を開催しました。
演題　　「地方議会 · 議員に求められる役割 · 権限と議会（議員）活動のあり方」
講師：鵜 沼　信 二　氏
元全国都道府県議会議長会事務局次長
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深
ま
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様
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、
お
身

体
の
調
子
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ど
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か
が
で
す

か
。

　

私
た
ち
新
人
議
員
に
と
っ

て
、
初
め
て
の
決
算
審
査
と
な

る
９
月
議
会
で
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
の
税
金
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、 

各

議
員
か
ら
活
発
な
質
疑
、
討
論

が
な
さ
れ
ま
し
た
。 　

　

鴨
川
市
の
財
政
は
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
何
が

必
要
で
、
何
を
節
約
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。 　
　

　

先
に
行
わ
れ
た
事
業
仕
分
け

の
よ
う
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

（
秋
山
貢
輔
）

　今年、鴨川中学校は開校 8年目を迎えま
した。この地域で最も生徒数が多く、鴨中
祭や体育祭の行事は毎年とても盛り上がり、
とても活気のある学校です。
　先日の生徒会役員選挙で、私は生徒会長
となりました。私には夢があります。それ
は、この鴨川中学校を、生徒一人ひとりが
中心となって活躍し、一丸となり活動する、

さらにいい学校にすることです。先輩方が残した素晴らしい伝
統を引き継ぎ、何事にも全力で取り組んでいきたいと思います。
まずは、目の前にある毎日の学校生活の清掃や挨拶などから一
生懸命にやっていこうと思います。生徒会長として学校を盛り
上げていきます。地域の皆様、応援よろしくお願いします。

鴨川中学校
２年
鈴木　倫太郎さん

　私は将来、医療関係の仕事に就きたいと
思っています。理由は私の母が医療関係の
仕事に就いていることもあります。人の命
を預かる仕事、自分の手で人を救う仕事は
本当に凄いと思ったし、自分も病気で苦し
んでいる人を救いたいなと思ったからです。
実際に母の働いている姿を見ると、白衣を
着て患者さんのために一生懸命仕事をして
いて、本当にかっこいいなと思いました。

いつか私もこんな風になりたいと強く感じ、たくさんの人を笑
顔にできるような人になりたいと思いました。今はまだ中学生
ですが、将来に向けての良いスタートを切れるように、これか
ら一歩一歩、自分の夢に向かってできることをやっていきたい
です。

長狭中学校
３年
須鎌　有香さん

　このコーナーでは、市内の中学生の
日ごろ感じていることや将来の夢など
を紹介します。鴨川市議会は、そういっ
た思いを後押ししていきます。

新しい鴨川中学校に向けて

将来の自分・・・
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平成30年第3回定例会の会議録は、
11月下旬ごろ掲載予定です。

電話　04-7093-7825
FAX　04-7093-7848

1番のおすすめは、議場の傍聴席。団
体・グループでの傍聴もできます。
また、議場にて議案書等の貸し出しを
行っています。

正面玄関から入ってすぐ左手。モニタ
ーで生中継がご覧になれます。

市役所市役所
気軽に

ご自宅のパソコンで、議会審議の様子
がライブ中継と録画中継でご覧にな
れます。

過去の会議録は、市議会ホームページ
や図書館、公民館でご覧ください。

お問合せは議会事務局まで。

気軽に

市政情報コーナーにて市政情報コーナーにて

いつでも
いつでも

次の定例会は

11月30日（金）
　　　　　　　　開会予定です


